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は し が き

八尾市は、大阪府の中央部東に位置し、西は上町台地、東は生駒山地、南は羽曳野

丘陵に囲まれた山麓 ・丘陵先端から平野部にかけて立地しています。山麓や丘陵先端

部には、古 くは旧石器時代に遡 り得る人々の生活の痕跡が点在 しています。また、平

野部では古大和川水系の河川が運び続ける土砂が厚 く堆積 してお り、その中に弥生時

代以降の生活の跡が連綿と積み重なっています。

このような先人達の残 した財産一埋蔵文化財 一は、市民が共有すべき財産であると

いっても過言ではありません。しかし、市民生活の利便性や豊かさを追求するための

開発工事は、一方ではこのような共有財産を破壊することが前提となってしまいます。

そこで私 どもは、開発工事によって破壊される埋蔵文化財について事前に発掘調査を

行い、記録保存 ・研究に努めているところであります。

本書は、市民生活に密接にかかわる公共下水道工事に伴う発掘調査の報告をまとめ

たもので、平成24・25年 度に行った10遺 跡17件 の調査成果が収録 されています。いず

れも小規模な調査ではありますが、縄文時代後期以降、中近世に至るまでの遺構や遺

物が検出されてお ります。本書が地域史、ひいては日本史解明の一助になれば幸いに

存 じます。

最後になりましたが、多くの関係諸機関および地元の皆様方に、多大な御協力をい

ただきましたことを心から厚 く御礼申し上げます。

平成26年3月

公益財団法人八尾市文化財調査研究会

理事長 西 浦 昭 夫



序

1.本 書 は、公益財 団法 人人尾市文化財調査研究会が平成24・25年 度に実施 した八尾市下水道工

事 に伴 う発掘調査の成果報告 を収録 した もので、内訳 は下表の とお りである。

1。 本書 で報告す る発掘調査業務 は、八尾市教育委員会 と八尾市、及び当調査研 究会の三者に よ

り締結 した協定に基づ くもので、八尾市教育委員会か らの埋蔵文化財発掘調査指示書 によ り

当調査研究会が八尾市か ら委託 を受けて実施 した ものである。

1.本 書作成の業務は、人尾市 と当調査研究会で交 した覚書 に基づ き、各現地調査終了後 に着手

し、平成26年3月 を もって終了 した。

1.本 書 に収録 した報告 は,目 次の とお りである。

1.本 書 の執筆は各調査担当者が行い、全体 の構成 ・編集は坪田真一が行 った。

1.本 書掲載の地図は,大 阪府八尾市役所発行の2,500分 の1地 形図(平 成8年7月 発行)・ 八尾

市教育委員会発行の 『八尾市埋蔵文化財分布地図』(平 成24年 度版)を もとに作成 した。

1.本 書 で用いた標高の基準 は東京湾標準潮位(T.P.)で ある.

1.本 書 で用いた方位 は座標北(国 土座標第W系 〔日本測地系〕)を 示 している。

1.遺 構 名は下記の略号で示 した。

土坑 一SKピ ッ トーSP溝 一SD自 然河川 一NR

1.遺 物実測図の断面表示 は、須恵器が黒、その他 を白とした。

1.土 色 については、一部の調査 を除 き 『新版標準土色帖』1997年 後期版 農林水 産省農林水 産

技術会議事務局 ・財 団法人日本色彩研 究所色票監修 を使用 した。

1.各 調査 に際 しては、写真 ・実測図 を、後世への記録 として多数作成 した。各方面での幅広い

活用 を希望する。

平成24年 度 平成25年 度(平 成24年 度か らの継続含 む)

IV恩 智遺跡第28次 調査(OJ2012-28) 1太 田遺跡第15次 調査(00T2012-15)

V皿 久宝寺遺跡第85次 調査(KH2012-85) 1太 田遺跡第16次 調査(00T2013-16)

XIV水 越遺跡第12次 調査(MK2012-12) 皿 太田川遺跡第2次 調査(OTG2013-2)

V恩 智遺跡第30次 調査(OJ2013-30)

VI恩 智遺跡第31次 調査(OJ2013-31)
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XV水 越遺跡第13次 調査(MK2013-13)
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XVIII水 越 遺跡 第15次 調査(MK2013-15)



目 次

は しが き

序

1太 田遺跡 第15次 調査(00T2012-15)l

I太 田遺跡 第16次 調査(OOT2013-16)9

皿 太 田川遺 跡 第2次 調 査(OTG2013-2)13

1V恩 智 遺跡 第28次 調査(OJ2012-28)17

V恩 智 遺跡 第30次 調査(OJ2013-30)23

W恩 智 遺跡 第31次 調査(OJ2013-31)31

Vd木 の本 遺 跡 第25次 調査(SK2013-25)45

皿 久 宝寺 遺 跡第85次 調査(KH2012-85)49

1X久 宝寺 遺跡 第86次 調査(KH2013-86)55

X郡 川遺跡 第14次 調 査(KR2013-14)65

X[成 法寺遺 跡 第25次 調査(SH2012-25)69

齟 神宮 寺遺 跡 第2次 調査(ZG2013-2)79

齟 東 弓削遺 跡 第19次 調査(HY2012-19)83

沺 水 越 遺跡 第12次 調査(MK2012-12)95

XV水 越 遺跡 第13次 調査(MK2013-13)101

kVI水 越 遺跡 第14次 調査(MK2013-14)107

測 水 越遺 跡 第15次 調査(MK2013-15)113

報 告書 抄録
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例 言

1.本 書 は、大阪府八尾市太田新町1丁 目地内で実施 した下水道工事(24-30工 区)に 伴 う発掘調

査報告書である。

1.本 書で報告す る太田遺跡第15次 調査(OOT2012-15)の 発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら
'

委託 を受けて実施 した ものである。なお調査 は平成24・25年 度 にまたがったため、平成24年

度 をその1、 平成25年 度 をその2と して実施 した。

1.現 地調査 は、平成25年3月14日 ～10月11日(外 業実働7日)に 、坪田真一 を調査担当者 として

実施 した。調査面積 ば約28㎡ である。

1.内 業整理業務 は下記が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物復元 一竹田貴子

遺物実測 ・トレース ー市森千恵子

その他 一坪田

1.本 書の執筆 ・編集は坪 田が行 った。

本 文 目 次

1.は じめに1

2.調 査概要2

1)調 査の方法と経過2

2)基 本層序 と出土遺物2

3)検 出遺構 と出土遺物5

3.ま とめ5



1太 田遺跡第15次 調査(00T2012-15)

1太 田遺跡第15次 調査(OOT2012-15)

1.は じめに

太田遺跡は人尾市南西部に位置する弥生 時代～中世 に至 る複合遺跡 である。現在の行政区画で

は、太 田3・4・9丁 目、太 田新町1・3丁 目がその範 囲とされている。地理的には南か ら伸 び

る羽曳野丘陵の先端部 と、北側に広がる旧大和川が形成 した沖積地 との接 点部に位置する。周辺

では、北側 に木の本遺跡、西側に八尾南遺跡、東側 に大正橋遺跡、南側 には大和川を挟 んで津堂

遺跡が存在する。

今 回の調査地 は遺跡範 囲の北西部 に位置 してい る。周辺での調査成果を概観すると、北部 で実

施 した遺構確認調査(太 田遺跡2005-366)に おいて、古墳 時代初頭 の集落域 を確 認 してお り、土

坑 からは膨大 な量 の土器が出土 している。 また南部の第10次 調査(OOT2011-10)、 及び西側 に

隣接す る八尾南遺跡域で実施 した第21次 調査(YS94-21)や 遺構確 認調査(人 尾南遺跡95-248 、

2001-491)に おいて も、弥生時代後期末～古墳 時代初頭 の集落域 を確認 している他、第10次 調査

では弥生時代前期の遺物包含層 も検出 している。

第7図

β

調査地位置図
八 一 聖2

一1一



2.調 査概要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査は八尾市太田新町1丁 目地内で実施 した下水道工事(24-30工 区)に 伴 う調査で、当

調査研究会が太田遺跡内で行 った第15次 調査(00T2012-15)で ある。

調査地 は小型人孔部分3箇 所(規 模約1.0×4.Om)、 人孔部分(規 模約2.0×2.Om)4箇 所 の計7

箇所で、地区名は北西か ら1～7区 とした。内訳 は小型人孔部分が1～3区 、人孔部分が4～7

区 となる。

調査 は現地表(T.P.+11.2～11.8m)下 約2.2～3.1mま で について、機械 ・人力掘削併用で実施

した。なお調査はすべて夜間調査である。

調査 では工事図面記載 の各調査地点地盤高を標 高の基準 とした。

第2図 調査区位置図

2)基 本層序 と出土遺物

1～3区

0層 はアスファル ト ・盛土 ・客土、1～3層 は客土である。調査 地は旧大阪中央環状線上 に位

置す るが、近年 まで当地 には八尾空港滑走路部分 を潜 る「河内地下道」が存在 してお り、その廃止

に伴 う客土 と捉え られる。1～3区 か ら遺物 は出土 していない。

一2一



1太 田遺跡第15次 調査(00T2012-15)

10.Om

i～3区

0.ア ス ファル ト・盛土 ・客土

1.黄 褐色～灰色シル ト混細粒砂～細礫 客土

2灰 色シル ト混細粒砂～細礫 客土

3.暗 灰黄色シル ト質粘土～細礫 ブロック状客土

第3図1～3区 断面 図

4区

0層 はアスファル ト・盛土 ・撹乱。1層 は水成層 と考 えられるが、作土の可能性 もある。2層

は暗色 を呈す る土壌化層で、弥生土器あるいは古式土 師器 と思われる土器片が少量 出土 した。3・

4層 は水成層で、3層 は静水性 、4層 は河川堆積で、3層 上部は土壌化する。4層 の河川堆積 は

西側の調査地(YS94-21)に おいて も確認 してお り、当地の方が深 くまで及んでいる。また5区

には及 んでいない。

5区

0層 はアス ファル ト ・盛土 ・撹乱。以下 はほぼ水平 な堆積が続 く状況が認め られた。1層 は作

土の可能性がある。2層 は水成層である。 レベル的に7区2～5層 に関連する可能性がある。3

層 は水成層 と考 えられ、上部は土壌化が認め られる。4層 は土壌化層で、弥生土器あるいは古式

土 師器 と思われる土器片が極少量出土 した。5～8層 は湿地性の水成層で と考 えられるが、6層

は土壌化 してい る可能性が ある。9層 は暗色 を呈す る土壌化層である。10層 はやや暗色 を呈 し、

11層 の土壌化部分 と捉 えられる。11層 は水成層である。

6区

0層 はアスファル ト ・盛土 ・撹乱。以下はほぼ水平 な堆積が続 く状況が認め られた。1層 は旧

耕土である。2層 の砂層は水 成層で、洪水砂 であろう。 レベル的に7区2～5層 に関連す る可能

性がある。3～6層 は撹拌 された作土 と考 えられ る。7層 は暗色 を呈する土壌化層である。8層

は作土の可能性がある。9～12層 は水成層で、湿地性堆積 である。13層 は暗色 を呈 し、14層 の土

壌化部分 と捉 えられる。14層 は水成層である。6区 か ら遺物 は出土 しなかった。

7区

0層 はアス ファル ト ・盛土 ・撹乱。1層 は汚れた土壌化層である。弥生土器あるいは古式土師

器 と思われる土器片が極少量 出土 した。2～5層 は水 成層で、一連の河川堆積 と考 えられ、3層

は急激な流水堆積 であ る。6層 はブロック状 の土壌化層 で、古墳 時代初頭(庄 内式期)の 遺物包含

層であ る。層相か ら遺構埋土の可能性 もある。7層 は暗色 を呈する土壌化層 である。8層 は水成

層であ る。

一3一



i

鼻

i

4区

o.ア ス ファル ト・盛土 ・撹乱

1.灰 白色シル ト質粘土

2.褐 灰色細粒砂混シル ト質粘土 土壌化層

3.灰 黄色粘土質シル トFe斑 水成層

4.灰 黄色細粒砂～中粒砂 水成層

SK1

①黄 灰色細粒砂～粗粒砂少混シル ト質粘土

②褐灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土 炭多

③灰色シル ト質粘土

5区

0.ア ス ファル ト・盛土 ・撹乱

1.黄 灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土

2.灰 色細粒砂～粗粒砂混シル ト 水成層

3.灰 色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土Fe斑 上部土壌化

4.褐 灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土 土壌化層

5.灰 黄色細粒砂少混シル ト質粘土 水成層

6.褐 灰色シル ト質粘土 土壌化層?

7,オ1丿 一ブ灰色粘土質シル ト 水成層

8.オ リーブ灰色シル ト質粘土 水成層

9.オ リーブ黒色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 暗色土壌化層

10.褐 灰色細粒砂混シル ト質粘土 土壌化層

11.オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト 水成層

7区

o.ア ス ファル ト・盛土 ・撹乱

1.オ リーブ灰色細粒砂少混粘土質シル ト 土壌化層

2,オ リーブ灰色シル ト～中粒砂 水成層

3.黄 灰色シル ト～粗粒砂 水成層

4.オ リーブ灰色シル ト質粘土 水成層

5.黄 灰色シル ト～極粗粒砂 水成層

6.オ リーブ黒色粘土ブロック混オ リーブ灰色シル ト

7,オ リーブ黒色粘土 土壌化層

8.灰 色粘土質シル ト～シル ト 水成層

第4図4～7区 平断面図

6区

0.ア スファル ト・盛土 ・撹乱

1.灰 色細粒砂～粗粒砂混粘土 旧耕土

2,灰 色細粒砂～粗粒砂 水成層

3.黄 灰色極細粒砂混粘土Fe斑 撹拌作土

4.オ リーブ灰色粘土Fe斑 撹拌作土

5.黄 灰色細粒砂～粗粒砂混粘土 撹拌作土

6.灰 色細粒砂混粘土Fe斑 撹拌作土

7.褐 灰色粘土 土壌化層

8.黄 灰色細粒砂～粗粒砂混粘土Fe斑 撹拌作土

9.緑 灰色粘土 水成層

10.黄 灰色細粒砂～粗粒砂混粘土 炭酸鉄 水成層

11.オ リーブ灰色シル ト質粘土～粗粒砂 水成層

12.緑 灰色細粒砂混シル ト質粘土 水成層

13.褐 灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土 土壌化層

14.オ リーブ灰色シル ト混細粒砂～粗粒砂 水成層

7区 東壁



1太 田遺跡第15次 調査(00T2012-15)

3)検 出遺構 と出土遺物

SK1

4区3層 上面(T.P.+10.25m)で 検 出 した土坑 であ

る。南西角で検出 した もので、西 ・南は調査区外 に至

るため詳細は不明である。検 出部分の規模は南北約90

cm・ 東西約30cm・ 深 さ約30cmを 測 る。埋土はブロック

状の3層 か らな り、中層 は炭 を多 く含 む。遺物は弥生

時代後期頃 と考え られる土器片が少量 出土 したが、図

化 しえるものはなかった。

7区6層 出土遺物

庄 内式甕(1)を 図化 した。1/2程 度 の残存で、口

径19.Ocm・ 器高28.2cm・ 体部最大径25。6cmを 測 る。径

約2.8cmの 平底 を有 し、調整 は口縁部 ヨコナデ、体部

外面上位平行 タタキ、下位ハケ、体部内面下か ら上 の

ヘラケズリである。体部外面下半は煤ける。古墳 時代

初頭前半 に比定 される。

O

I
卜 掣

mCO2

r
「

第5図7区6層 出土遺物

3.ま とめ

今回の調査では、周辺での調査成果 と同様 に、弥生時代後期～古墳時代初頭 の遺構 ・遺物 を検

出 した。出土遺物量 はコンテナ1箱 である。

西部 では4区 で弥生 時代後期 頃と考え られる遺構 を検 出 した。南約110mで 実施 した第10次 調

査1区 では、ほぼ同 レベルで洪水砂 によ り埋没 した同時期 の溝 を検 出 しているが、この洪水砂 は

当地には及んでいない ことが判 明 した。

東部では7区 で古墳時代初頭の遺物包含層(6層)を 検出 した。ブロック状 の層相であ り、土圧

で潰れた状況 の庄 内式甕が出土 していることか ら、調査区全体 を包括するような遺構埋土の可能

性 も考 えられる。北部の太EH遺 跡2005-366で 確認 している該期 の集落域の広が りが確認 された

と言え よう。

参考文献
・原田昌則2007「1-1太 田遺跡(2005 -366)の 調査」『八尾市内遺跡平成18年 度発掘調査報告書 八尾市文

化財調査報告55平 成18年 度国庫補助事業』八尾市教育委員会
・坪田真一2012「1太 田遺跡第10次 調査(00T2011 -10)」 「財団法人八尾市文化財調査研究会報告136』 財

団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真..;「Vr八 尾南遺跡第21次 調査(YS94 -21)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告61』 財団

法人八尾市文化財調査研究会
・吉田野乃1996「16八 尾南遺跡(95-248)の 調査」『八尾市内遺跡平成7年 度発掘調査報告書1八 尾市文化

財調査報告33平 成7年 度国庫補助事業』八尾市教育委員会
・坪田真一2003「32八 尾南遺跡(2001 -491)の 調査」「八尾市内遺跡平成14年 度発掘調査報告書 八尾市文化

財調査報告48平 成14年 度国庫補助事業』八尾市教育委員会

一5一
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1

1区 調査地(北 から) 7区 北壁

2区 機械掘削(南 から) 2区 北壁

3区 機械掘削(南 から)

∠

"

棚

鼎
3区 北壁

4区 調査地(南 か ら)

■

4区 第i面(東 から)

蘓蠡
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1太 田遺跡第15次 調査(OOT2012-15)

図
版
2

4区SKi(東 か ら) 4区 西壁

4区 下部機械掘削(南か ら)4区 下部(南東か ら)

5区 機械掘削(東 から)5区 北壁

5区 北壁下部6区 機械掘削(東 から)

一7一



図
版
3

6区 南壁6区 南壁下部

L∠ 、
7区 機械掘削(東か ら)7区 東壁上部

7区 東壁下部7区 東壁下部

7区 東壁6層 土器出土状況 7区6層 出土遺物(1)
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II太 田遺跡第16次 調査(00T2013-16)



例 言

1,本 書 は、大阪府人尾市太 田新 町二丁 目地内で実施 した下水道工事(24-30工 区)に 伴 う発掘調

査報告書である。

1.本 書で報告する太田遺跡第16次 調査(OOT2013-16)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づ き、公益財 団法人八尾市文化財調査研 究会が八尾市か ら

委託 を受けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成26年1月23日(外 業実働1日)に 、坪 田真一を調査担 当者 として実施 した。

調査面積 は約4mで ある。

1.現 地調査 においては、竹田貴子 ・村井俊子の参加 を得た。

1.内 業整理業務 は坪 田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集は坪田が行 った。

本 文 目 次

1.は じめに9

2.調 査概 要10

1)調 査の方法 と経過10

2)基 本層序11

3)検 出遺構 と出土遺物11

3.ま とめ11



1太 田遺跡第16次 調査(00T2013-16)

1 太 田遺跡 第16次 調査(OOT2013-16)

1.は じめ に

太田遺跡 は八尾市南西部 に位置す る弥生 時代～中世に至る複合遺跡である。現在の行政 区画で

は、太 田3・4・9丁 目、太田新町1・3丁 目がその範囲 とされている。地理 的には南 か ら伸 び

る羽曳野丘陵の先端部 と、北側 に広が る旧大和川が形成 した沖積地 との接点部 に位置する。周辺

では、北側 に木の本遺跡、西側 に八尾南遺跡、東側に大正橋 遺跡、南側には大和川 を挟 んで津堂

遺跡が存在する。

今 回の調査 地は遺跡範囲の北東部に位置 している。周辺では東側で当研究会 による第14次 調査

(OOT2012-14)、 南側で第2次 調査(OOT95-2)、 第11次 調査(00T2011-11)、 大阪府教

育委員会 による調査(府1990)が 実施 されている程度 で、あま り発掘調査が行 われていない地域 と

いえる。概観する と、00T2012-14で 近世 の井戸や耕作土 、府1990で は自然河川、00T95-

2で は弥生時代末～古墳時代、00T2011-11で は弥生時代後期の遺構が検出されている。一方、

西部では当調査研究会第4～10・15次 調査 を実施 してお り、第8次 調査(00T2006-8)で は縄

文時代～中世の遺構 ・遺物 を検 出 した他、旧石器時代の地層 から石器 も出土 している。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概 要

1)調 査 の方 法 と経 過

今 回の調 査 は八尾 市 太 田新 町二 丁 目地 内で 実施 した下水 道工 事(24-30工 区)に 伴 う調査 で 、 当

調査 研 究会 が 太 田遺跡 内 で行 った第16次 調 査(OOT2013-16)で あ る。

調査 地 は人孔 部 分1箇 所(規 模約2.0×2.Om)で 、面 積 は約4㎡ で あ る。

調査 は現 地 表(T.P.+11.6m)下 約2.7mま で につ いて 、機械 ・人力掘 削 併用 で 実施 した。

調査 で は工事 図面記 載 の ベ ンチマ ー ク(KBM.2:T.P.+11.288)を 標 高 の基準 と した。

第2図 調査区位置図

一10一



1太 田遺跡第16次調査(00T2013-16)

2)基 本層 序

0層 は アス フ ァル ト ・盛 土 であ る。1層 は旧耕 土 で あ る。2～5層 も作 土 と考 え られ 、2・3

は撹 拌 され、4・5層 は ブ ロ ック状 を呈 す る。時期 は 中世 頃～近 世 であ ろ う。6・7層 は シル ト

～極粗 粒砂 か らなる水 成 層 で
、河 川 堆積 で あ る。7層 は湧水 が著 しい。

一

〇.盛 土 ・撹乱

y.7.5Y4/1灰 色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 旧耕土

2.2.5GY7/1明 オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

3.2.5Y7/3浅 黄 色極細粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

4.10YR7/2に ぶ い黄橙色極細粒砂混粘土質シル ト ブロック状作土

5.5Y6/1灰 色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト ブロック状作土

6.2.5Y7/2灰 黄色シル ト～粗粒砂互層

7.2.5Y6/3に ぶ い黄色細粒砂～極粗粒砂互層

第3図 基本層序

3)検 出遺構 と出土遺物

遺構 ・遺物 は検 出されなかった。

3.ま とめ

調査では東側 で実施 した第14次 調査 と同様 に、 中世頃～近世の耕作土、及びそれ以下の河川堆

積 を確 認 した。出土遺物は無 く河川 の時期等は不明であるが、当地は中世頃以降連綿 と生産域 と

なっている。

参考文献
・亀島重則1990『 太田遺跡発掘調査概要』大阪府教育委員会

・西村公助1996「IV太 田遺跡第2次 調査(00T95-2)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告53』 財団法

人八尾市文化財調査研究会
・西村公助2007「H太 田遺跡第8次 調査(00T2006 -8)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告104』 財

団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2012「1太 田遺跡第11次 調査(OOT2011 -11)」 『財 団法人八尾市文化財調査研究会報告136』 財

団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2013「1太 田遺跡第14次 調査(00T2012 -14)」 『公益財団法人八尾市文化財調査研究会報告141』

公益財団法人八尾市文化財調査研究会
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1

調査地(南 から)機 械掘削(南 から)

6層 上面(北 から)西 壁上部

下層機械掘削(南 から) 西壁下部
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皿 太 田川遺跡第2次 調査(OTG2013-2)



例 言

1.本 書 は、大阪府人尾市大竹3丁 目他地内で実施 した下水 道工事(24-15工 区)に 伴 う発掘調査

報告書であ る。

1.本 書で報告する太田川遺跡第2次 調査(OTG2013-2)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か

ら委託 を受 けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成25年6月24日 ～7月25日(外 業実働3日)に 、坪 田真一 を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約12㎡ である。

1.内 業整理業務 は坪田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集 は坪 田が行 った。

本 文 目 次

1.は じめ に`13

2.調 査概要14

1)調 査の方法 と経過14

2)基 本層序 と出土遺物14

3.ま とめ'14



皿 太田川遺跡第2次 調査(OTG2013-2)

皿 太 田川遺跡第2次 調査(OTG2013-2)

1.は じめに

太 田川遺跡は八尾市の北東部 に位置 し、現在 の行政区画では大竹1・3・4丁 目、水越1・3・

4丁 目、西高安町1・2丁 目の、南北約500m・ 東西約850mが その範囲 とされている。地理的に

は生駒山西麓の扇状地先端部 にあた り、西流する太 田川 と水越川 に挟 まれた地域であ り、 同地形

上 において北側で大竹西遺跡、心合寺山古墳 、心合寺跡、東側で大竹遺跡、南側で水越遺跡 に接

している。

当遺跡が認識 されたのは、昭和15(1940)年3月 、東高野街道改修工事 の際、滑石製勾玉 ・弓筈

状木製品等 を含む地層が確認 されたことによる。そ して八尾市教育委員会 により昭和56(1981)年

に立会調査、 さらに昭和57(1982)年 には最初の発掘調査(太 田川市82)が 実施 され、前者では古墳

時代包含層、後者では弥生時代後期の遺構 ・遺物 を検出 した。その後 も遺構確 認調査や小規模 な

発掘調査が市教委 ・当調査研究会 によって継続的に実施 されてお り、当遺跡 は弥生時代～中世の

遺跡 として認識 されてい る。

今回の調査 地である東西道路上の西方 では、当調査研究会が第1次 調査(OTG93-1)を 実施

してお り、縄文時代晩期、弥生時代後期～古墳時代初頭、古墳時代後期、奈良時代 に亘 る遺構 ・

遺物 を検 出 している。 なかで も古墳時代後期の溝か ら出土 した滑石製有孔石製 品の未成品は、周

辺の水越遺跡 ・大竹西遺跡 といった玉造関連遺跡 との関係 を考える上で注 目される資料 である。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査は八尾市大竹3丁 目他地内で実施 した下水道工事(24-15工 区)に 伴 う調査で、当調

査研究会が太田川遺跡内で行 った第2次 調査(OTG2013-2)で ある。

調査地 は人孔部分(規 模約2.0×2.Om)3箇 所で、総面積約12㎡ を測 る。地区名 は西か ら1～3

区 とした。

調査 は現地表(T.P.+18.6～20.6m前 後)下 約2,9～3.3mま でについて、機械 ・人力掘削併用で

実施 した。なお調査 はすべて夜間調査である。

調査 では工事図面記載 の各調査 区の地盤高を標高の基準 とした。

2)基 本層序 と出土遺物

1区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は水成層 と考え られる。2・3層 はFe斑 を含 む土壌化層 で、作土の可

能性があ る。4層 は静水性 の水成層である。5層 は土壌化層で、弥生時代後期頃の遺物包含層で、

土器が少量 出土 したが、図化 しえるものはない。6層 上面が該期の生活面 と考えられる。6・7

層 は扇状 地性の水成層である。

2区

OA層 は盛土 ・撹乱。OB・OC層 も均質な層相で盛土 と考 えられる。1層 以下 は水成層で、2・4

層 は中礫 を多 く含 み、土石流堆積 の様相である。

3区

0層 は盛土 ・撹乱。1・2層 は撹拌 された作土で、1層 は旧耕土 と考 えられる。3層 は水成層

である。4層 はFe斑 を含 む土壌化層で、作土の可能性がある。5層 は水成層、6層 も水成層 と考

えられる。7層 はやや暗色 を呈す る土壌化層で、弥生時代後期の土器片、土師器片、須恵器片が

少量 出土 した。8層 は水成層で、土壌化 している と考 えられ、上面が弥生時代後期～古墳時代 の

生活面である可能性があ る。

3.ま とめ

1・3区 では西部で確認 している弥生時代後期、古墳時代の遺物包含層が見 られ、集落域が東

に広が ることが確認 された。 また調査地である道路北側 には溜池が東西方向に並んでいることか

ら、谷筋あ るい は埋没河川 に当っている可能性が高 く、2区 の地層 の状況はそれ を反映 している

と考 えられ る。

参考文献
・原田 修 ・久貝 健・島田和子1976『大阪文化誌 第2巻 ・第2号 ・通巻第6号 』財団法人大阪文化財センター

・財団法人人尾市文化財調査研究会1983「付章 昭和55・56年 度調査一覧表」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報

1980・1981年 度 財団法人八尾市文化財調査研究会報告2』
・原田昌則 ・成海佳子1983「第3章 太田川遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和

56・57年 度 財団法人八尾市文化財調査研究会報告3』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一1994「皿 太田川遺跡第1次 調査(OTG93-1)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告42』 財団

法人八尾市文化財調査研究会
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皿 太田川遺跡第2次 調査(OTG2013-2)

第2図 調査区位置図

1区

o.

7

2.

3.

4.

5.

6.

7.

盛土 ・撹乱

灰黄色シル ト～粗粒砂 水成層?

黄灰色細粒砂混シル トFe斑 土壌化層 作土?

黄 灰色細粒砂～粗粒砂多混粘土質シル トFe斑 土壌化層 作土?

オ リーブ灰色細粒砂混シル ト 水成層

暗褐色細粒砂～粗粒砂混シル ト 土壌化層 遺物包含層

オ リーブ灰色シル ト～極粗粒砂互層 水成層

オ1丿一ブ灰色シル ト～細粒砂互層 水成層

2区 北壁

01m
I(7:50)1

2区

OA.盛 土 ・撹乱

OB.黄 褐色細粒砂～細礫混シル ト 盛土?

OC.黄 褐色細粒砂～細礫少混粘土質シル ト 盛土?

1.灰 色粘土質シル ト～シル ト 水成層

2.黄 灰褐色細粒砂～中礫多混粘土質シル ト 水成層

3.灰 色細粒砂～細礫多混シル ト 水成層

4.黄 褐色細粒砂～中礫 水成層

3区

0.盛 土 ・撹乱

1.暗 緑灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 旧耕土?

2.暗 オ リーブ灰色シル ト～細粒砂 撹拌作土

3.黄 灰色シル ト～細粒砂互層 水成層

4.黄 褐色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル トFe斑 多 水成層?

5.暗 灰黄色シル ト～細粒砂互層 水成層

6.灰 色極細粒砂～細粒砂ブロック混シル ト質粘土 ブロック状作土?

7.暗 オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 暗色土壌化層

8.灰 色極細粒砂～細粒砂混シル ト 土壌化層

第3図 平断面図
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調査地(西 から)1区 北壁

1区 北壁下部 2区 北壁

2区 北壁下部 3区 機械掘削(北 から)

3区 北壁 3区 北壁下部
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IV恩 智遺跡第28次 調査(OJ2012-28)



例 言

1.本 書 は、大阪府八尾市恩智中町1丁 目地内で実施 した下水道工事(23-23工 区)に 伴 う発掘調

査報告書である。

1.本 書で報告する恩智遺跡第28次 調査(OJ2012-28)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

埋蔵文化財調査指示書 に基づ き、公益財団法人人尾市文化財調査研究会が八尾市か ら委託 を

受けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は平成24年10月15・16日(外 業実働2日)に 、坪 田真一 を担当者 として実施 した。調

査面積 は約8㎡ である。

1.現 地調査 においては市森千恵子 ・竹 田貴子の参加 を得た。

1.内 業整理業務 は下記が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物実測 一永井律子 ・村田知子

遺物 トレース ー市森

その他 一坪田

1,本 書 の執筆 ・編集 は坪 田が行 った。

本 文 目次

1.は じめに17

2.調 査概要18

1)調 査 の方法 と経過18

2)基 本層序18

3)検 出遺構 と出土遺物18

、3.ま とめ20



IV恩 智遺跡第28次 調査(OJ2012-28)

IV恩 智 遺跡 第28次 調査(OJ2012-28)

1.は じめ に

恩智遺跡 は、八尾市南東部 に位置する旧石器時代～鎌倉 時代に至 る複合遺跡である。現在の行

政区画では、恩智北町1～4丁 目、恩智中町1～5丁 目、恩智南町1～5丁 目にあた り、南北約

1.Okm、 東西約1.2kmが その範囲 とされる。地理的には生駒 山地西麓に形成 された扇状地から低地

部にか けて広が ってお り、周辺では、北側 に郡川遺跡、南側に神宮寺遺跡、西側に玉串川 を挟 ん

で東弓削遺跡が存在す る。

本遺跡 については、古 くは大正6年(1917)の 梅原末治 ・島田貞彦両氏 による踏査 と鳥居龍蔵氏

による試掘 調査、昭和14年(1939)の 大 阪府 の事業 に伴 う藤 岡謙二 郎氏 の発掘 調査、 昭和23年

(1948)の 今里幾次氏に よる出土遺物の報告等がある。そ して昭和50～53年(1975～1978)に は恩智

川改修工事 に伴 う大規模 な調査が瓜生堂遺跡調査会 により行われ、以降、八尾市教育委員会 ・当

調査研究会 により多次にわたる調査が実施 されてい る。 これらの調査 によ り当遺跡は縄文時代～

弥生時代 を中心 とした遺跡 として認識 されてお り、恩智中町3丁 目に位置する 「天王の杜」周辺

か ら北西～西側 を中心 に展開 していたことが判明 している。

今 回の調査 地は遺跡範囲の西部にあた り、周辺では前述の恩智川改修に伴 う調査の他、市教委

S59(1)調 査や、当研究会第20次 調査 を実施 している。西部の市教委S59(1)調 査では弥生時代 中期

～古墳時代の遺構 ・遺物が多 く確認 されてお り
、弥生時代中期では土器棺墓が検 出されている。

第1図 調査地位置図
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2、 調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は人尾市恩智 中町1丁 目地内で実施 された下水道工事(23-23工 区)に 伴 う調査 で、

当調査研究会が恩智遺跡 内で行 った第28次 調査(OJ2012-28)で ある。

調査区は恩智川左岸の南北道路上に設定 された人孔部分2箇 所(約2×2m、 北か ら1・2区)

である。

調査 は工事掘削深度である現地表(約T.P.+12.3～12.4m)下2.5～2.8mま で機械 ・人力掘削併

用で実施 した。調査では、工事使用の仮ベ ンチマー クを標高の基準 とした。

2)基 本層序

0層 は盛土 ・撹乱。1層 、及び2区 で見 られた2・3層 は、シル ト～極粗粒砂か らなる河川堆

積 である。4層 以下 は1区 で確認 した。4～9層 は土壌化層である。いずれ も暗色 を呈する層相

で、層界 は不 明瞭 なものである。10層 も土壌化層で、11層 の土壌化部分 と捉え られる。11層 のシ

ル ト質粘土 は水成層である。

3)検 出遺構 と出土遺物

1区8層 上面(T.P.+10.2m)で 土坑1基(SK1)、 ピッ ト6個(SP1～6)を 検 出 した。遺構

面 は調査 区北部が高 く、申央付近か ら南 に下が る状況であった。

SK1

西部で検出 した土坑で、西は調査 区外 に至る。検 出部分の平面形 は方形 に近 く、規模 は南北約

62cm・ 東西約62cm以 上 ・深 さ約50cmを 測る。断面逆台形を呈 し、埋土 はブロック状の2層 か らな

る。遺物 は弥生時代前期 ・中期の土器が出土 したが、図化 しえる ものはなか った。

SPl

SK1北 側 に近接 して検 出 した。平面形は東西主軸の楕円形 を呈 し、規模 は南北約25cm・ 東西

約40cm・ 深 さ約30cmを 測 る。断面逆台形 を呈 し、埋土はブロック状の単層である。遺物 は弥生時

代 中期 の土器が 出土 してお り1を 図化 した。1は 甕 口縁部 と考 えられる。

SP2

北部で検 出 した平面不定形な ピットである。規模 は南北約45cm・ 東西約55cm・ 深 さ約32cmを 測

る。断面逆台形 を呈 し、埋土 はSP1と 同 じくブロック状 の単層である。遺物は弥生時代 中期の

土器が 出土 した。

SP3

東部で検出 したピッ トで、東は調査 区外に至 る。検出部分 の平面形は南北長軸 の楕 円形 を呈 し、

規模 は南北約65cm・ 東西約30cm以 上 ・深 さ約50cmを 測 る。断面逆台形 を呈 し、底部には柱根が見

られた。埋土 はSP1と 同 じくブロック状 の単層である。遺物 は弥生時代 中期の土器が出土 した。

SP4

中央で検 出 した ピッ トで、平面形 は直径約35cmの 円形 を呈す る。断面逆台形 を呈 し、深 さ約35

cmを 測 る。埋土 はSP1と 同 じくブロック状 の単層で、底部 には礎板 と考 えられる木片が遺存 し

ていた。遺物 は弥生時代 中期 の土器が出土 してお り、2～4を 図化 した。2は 大形 の鉢 あるいは

甕の口縁部で、口径48.8cmを 測 る。3は 甕の底部で、外面調整 は縦位ヘ ラミガキである。4は 壼

底部であろう。
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第2図 調査区位置図

0

o.

7.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

で0.

11.

盛土 ・撹乱

2.5Y7/3浅 黄色細粒砂～粗粒砂

7.5YR5/3に ぶ い褐色細粒砂～極粗粒砂 河川堆積

2.5Y6/2灰 黄色シル ト～極細粒砂 河川堆積

7.5YR4/3褐 色極細粒砂～細粒砂多混シル ト 土壌化層

10YR4/1褐 灰色極細粒砂～中粒砂多混シル ト 土壌化層

2.5Y4/1黄 灰色細粒砂～粗粒砂多混シル ト 土壌化層

10YR4/1褐 灰色細粒砂～粗粒砂多混シル ト 土壌化層

5Y4/1灰 色細粒砂混シル ト質粘土 土壌化層

5Y5/1灰 色 シル ト質粘土混細粒砂～粗粒砂 土壌化層

2.5Y4/1黄 灰色シル ト質粘土～シル ト 土壌化層

2.5Y4/2暗 灰黄色シル ト質粘土 水成層

SKl

10YR3/1黒 褐色極細粒砂～細粒砂混シル ト ブロック状

2,5Y4/1黄 灰色シル ト質粘土ブロック混シル ト

SP1～4・6

A.10YR3/1黒 褐色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土 ブロック状

SP5

B.10YR3/2黒 褐色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 ブロック状

第3図 平断面図
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SP5

南部で検出 した ピットで、南 は調査区外 に至 る。検出部分の平面形は円形 に近 く、規模 は南北

約30cm以 上 ・東西約45cm・ 深 さ約28cmを 測 る。断面逆台形 を呈 し、埋土 はブロック状 の単層であ

る。切 り合い関係か らみて他の遺構 より古 く位置付 けられ、埋土 も異なる。遺物は弥生時代中期

頃の土器が出土 した。

SP6

南部で検 出 した ピッ トで、南 は調査 区外 に至る。検 出部分の平面形 は方形 に近 く、規模 は南北

約26cm以 上 ・東西約45cm・ 深 さ約40cmを 測 る。断面逆台形 を呈 し、埋土はSP1と 同 じくブロッ

ク状 の単層である。遺物は弥生時代 中期の土器が出土 した。

8層 出土遺物

5を 図化 した。

壷底部で、調整

は内外面 ともヘ

ラ ミガキを施す。

弥生時代前期 に

遡 る可能性があ

る。

1SK1

2～4:SP4

58層

曼 薙 _一
一 卩

5

0 (1:4)
2°cm

I

第4図 出土遺物

2

3.ま とめ

1区 では、周辺の調査地 と同様に弥生時代中期の遺構が密に検出され、調査地は該期 の集落域

の中心に含 まれていると言 えよう。弥生時代前期の土器 も認め られることか ら、遺構は検 出され

なかった ものの、集落の時期は前期 まで遡 る可能性がある。2区 では相 当する地層が認め られな

かったが、後世 の河川 により削平 されているものと考 えられる。

参考文献
・田代克己 ・他1980『 恩智遺跡』瓜生堂遺跡調査会

・米田敏幸1985「2 .恩 智遺跡の調査 く恩智中町1丁 目77-2>」 『八尾市内遺跡昭和59年 度発掘調査報告書

八尾市文化財調査報告11昭 和59年 度国庫補助事業』八尾市教育委員会
・坪田真一2011「1恩 智遺跡第20次 調査(OJ2009-20)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告132』 財団

法人八尾市文化財調査研究会
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IV恩 智 遺跡第28次 調査(OJ2012-28)

図
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1

調査地(北 か ら) 1区 機械掘削(北 から)

1区 全景(西 から) 1区 全景(南 から)

'
もξ細

1区 東壁

F促.一 L冒 ご診 ・

1区 東壁

齒4r齟 馬

7区 南壁 i区SK1(西 か ら〕
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1区SP5(北 か ら)1区SP6(北 か ら)

2区 東壁 2区 東壁下部
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V恩 智遺跡第30次 調査(OJ2013-30)



例 言

1.本 書は、大阪府八尾市恩智南 町5丁 目地内で実施 した下水道工事(24-21工 区)に 伴 う発掘調

査報告書である。.

1.本 書で報告する恩智遺跡第30次 調査(OJ2013-30)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

埋蔵文化財調査指示書 に基づ き、公益財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら委託 を

受けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は平成25年6月3日 ～7月12日(外 業実働5日)に 、坪田真一 ・西村公助 を担当者 と

して実施 した。調査 面積 は約20mで ある。

1.現 地調査 においては國津れいこ ・芝峙和美 ・竹田貴子 ・永井律子 ・村 田知子の参加 を得 た。

1.内 業整理業務 は下記が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物復元 一梶本潤二 ・竹田 ・田島宣子

遺物実測 一伊藤静江 ・永井 ・村井俊子

遺物 トレース ー市森千恵子

その他 一坪田

1.本 書 の執筆 ・編集 は坪 田が行 った。

本 文 目 次

1.は じめに23

2.調 査概要24

1)調 査の方法 と経過24

2)基 本層序 と出土遺物24

3)検 出遺構 と出土遺物26

3.ま とめ26



V恩 智 遺跡第30次 調査(OJ2013-30)

V恩 智遺跡第30次 調査(OJ2013-30)

1.は じめに

恩智遺跡 は、八尾市南東部に位置す る旧石器時代～鎌倉 時代に至る複合遺跡である。現在の行

政区画では、恩智北町1～4丁 目、恩智 中町1～5丁 目、恩智南町1～5丁 目にあた り、南北約

1.Okm、 東西約1.2kmが その範 囲とされる。地理的 には生駒 山地西麓に形成 された扇状地か ら低地

部にかけて広がってお り、周辺では、北側に郡川遺跡、南側に神宮寺遺跡、西側 に玉串川 を挟 ん

で東弓削遺跡が存在す る。

本遺跡 については、古 くは大正6(1917)年 の梅原末治 ・島田貞彦両氏 による踏査 と鳥居龍蔵氏

に よる試掘調査、 昭和14(1939)年 の大 阪府 の事業 に伴 う藤 岡謙二郎 氏 の発 掘調査、昭和23年

(1948)の 今里幾次氏 による出土遺物の報告等がある。そ して昭和50～53年(1975～1978)に は恩智

川改修工事 に伴 う大規模 な調査が瓜生堂遺跡調査会 により行われ、以降、八尾市教育委員会 ・当

調査研究会 により多次 にわたる調査が実施 されてい る。 これらの調査 によ り当遺跡は縄文時代～

弥生時代 を中心 とした遺跡 として認識 されてお り、恩智中町3丁 目に位置す る 「天王の杜」周辺

か ら北西～西側 を中心に展開 していたことが判明 している。

今 回の調査地は遺跡範 囲の南端部 にあたる。周辺 では北部で第26次 調査(OJ12-26)を 実施 して

いる程度で、 あまり発掘調査 は行 われていない地域 である。(OJ12-26)で は岩盤層や河川堆積 を

確認 している。なお南約200mで 実施 した神宮寺遺跡 第1次 調査(ZG93-1)で は、弥生時代中期～

室町時代 の遺構 ・遺物が多 く検 出されてお り、弥生時代 中期の土器棺墓か らなる墓域 の確認や、

室町時代の石組井戸は特筆 される。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査 は八尾市恩智南町5丁 目地内で実施 された下水道工事(24-21工 区)に 伴 う調査で、

当調査研究会が恩智遺跡内で行った第30次 調査(OJ2013-30)で ある。

調査区は八尾市東部を縦断する旧国道170号(東 高野街道)上 に設定 された5箇 所(北 か ら1～5

区)で 、内訳 は立坑部分(5区)・ 人孔部分(3区)・ 小型マ ンホール部分(1・2・4区)、 調査面

積 は約20㎡ である。

調査 は工事掘削深度であ る現地表(約T.P.+16.2～17.71n)下2.0～3.2mま で機械 ・人力掘削併

用で実施 した。

調査 では、調査地に点在する工事使用の仮ベ ンチマークを標高の基準 とした。

第2図 調査区位置図

2)基 本層序 と出土遺物

1区

0層 は盛土 ・撹乱。1・2層 は一連の水 成層で、河川堆積 と考 えられる。18世 紀頃の堺摺鉢片

が出土 した。

2区

0層 は盛土 ・撹乱。1～3層 は一連の水成層で、河川堆積～土石流堆積 と考 えられる。遺物 は

2層 か ら14世 紀後半 頃の瓦器鉢(1)の 他、平瓦片が出土 した。

1は 片 口を有す る鉢で、調整は外面ヘ ラケズ リ、内面 ヨコハケ ・ハケであ る。

3区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は土壌化層で、作土の可能性がある。2層 以下は一連の水成層 と考え

られ、河川堆積 と考 えられる。遺物 は2層 か ら16世 紀末頃の備前焼摺鉢片、4層 か ら中世の土師

器羽釜片、5世 紀末頃の須恵器高杯片、5層 か ら12世 紀末～13世 紀初頭頃に比定 される瓦器椀、

16世紀末頃の土師器、須恵器、瓦器羽釜 、陶器片が出土 した。

5層 出土の瓦器椀(2～4)を 図化 した。いずれ も体部のヘ ラミガキは内面のみで、見込みの暗

文は平行線状である。 これ らは13世 紀初頭 頃に比定 される

4区

0層 は盛土 ・撹乱 。1～3層 は一連 の水成層で、河川堆積～土石流堆積 と考え られる。遺物は

1層 か ら平瓦片、2層 か ら土師器 ・須恵器 ・瓦器片が出土 した
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2区

0.盛 土 ・撹乱

1.10YR6/6明 黄褐色細粒砂～極粗粒砂互層 水成層

2.7.5GY5/1緑 灰色シル ト～細粒砂互層 水成層

3.5GY5/1オ リーブ灰色巨礫多混細粒砂～粗粒砂 水成層

3区

0.盛 土 ・撹乱

i.10YR5/1褐 灰色極細粒砂～中粒砂混シル ト 土壌化層

2.2.5Y6/2灰 黄色極細粒砂～細粒砂混シル ト 水成層

3.10YR5/3に ぶ い黄褐色シル ト～中礫 水成層

4.10YR6/3に ぶ い黄橙色シル ト～細粒砂 水成層

5.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト～中粒砂 水成層

6.7.5GY6/1緑 灰色シル ト～細粒砂 水成層

SDl

A,10YR5/2灰 黄 褐 色 シル ト～ 細 粒 砂

丁.P.+16.Om

15.Om

14.Om

一

5区

0,盛 土 ・撹乱

1.5Y5/1灰 色細粒砂～中粒砂混シル ト質粘土 土壌化層 作土?

2.2.5Y6/2灰 黄色細粒砂～極粗粒砂混シル ト質粘土 水成層

3.5Y6/2灰 オ リーブ色細粒砂～極粗粒砂互層 水成層

丁.P.

3区2層 上面

/A'
SD1

イ
ー

1

!
i

1区

0,盛 土 ・撹 乱

7.5Y4/4暗 オ リー ブ色 細 粒 砂 水 成 層

2.10BG4/1暗 青 灰 色 粗 粒 砂 水 成 層

4区

o.盛 土 ・撹乱

1.2.5Y7/3浅 黄色シル ト～細粒砂 水成層

2,5GY6/1オ リーブ灰色中礫混粘土～細粒砂 水成層

3.7.5Y6/1灰 色 中礫～巨礫混シル ト質粘土～極粗粒砂 水成層

第3図 平断面図
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第4図 出土遺物

5区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は土壌化層で、作土の可能性がある。2・3層 は一連の水成層で、河

川堆積 と考え られる。2・3層 か らは12世 紀後半～16世 紀前半頃の土師器、須恵器、瓦器、瓦の

他、弥生時代後期 の土器片が出土 しているが、いずれ も著 しく摩耗 している。5・6を 図化 した。

5は 瓦器椀で、体部 内面のヘ ラミガキは密で、見込みの暗文は乱方 向に施す。12世 紀中頃に比定

される。6は 瓦器羽釜である。内面調査は ヨコハケで、体部外面 はヘラケズ リである。15世 紀末

頃 に比定 され る。

3)検 出遺構 と出土遺物

3区2層 上面(T.P.+16.Om)で 溝1条(SD1)を 検 出 した。

SD1

東西方向に延 びる溝 で、規模 は検出長約1.2m・ 幅約0.6m・ 深 さ約0.3mを 測る。断面逆台形

を呈 し、埋 土は水成層 と考 えられる単層である。遺物 は中世頃の土師器、瓦器椀片が出土 した。

3.ま とめ

調査では北の第26次 調査地 と同様 に、全域で河川堆積 や土石流堆積か らなる水成層 を確認 した。

時期は出土遺物 か ら中世～近世 に比定 される。3区 では12世 紀末～13世 紀初頭頃に比定 される瓦

器椀が 出土 しているが、遺存状態は良好であ り、近辺に該期 の集落域 の存在が考え られる。

参考文献
・田代克己 ・他1980『 恩智遺跡』瓜生堂遺跡調査会

・高萩千秋2013「皿 恩智遺跡第26次 調査(OJ2012-26)・ 郡川遺跡第13次 調査(KR2012-13)」 『公益財団法

人八尾市文化財調査研究会報告141』 公益財団法人八尾市文化財調査研究会
・岡田清一1997「皿 神宮寺遺跡第1次 調査(ZG93-1)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告57』 財団法

人八尾市文化財調査研究会
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V恩 智遺跡第30次 調査(OJ2OI3-3O)

図
版

1

1区 機 械掘削(南 西から) 1区 東壁

2区 機械掘削(南 東から) 2区 西壁

3区 遠景(南 東から) 3区2層 上面(北 から)

3区 南壁 3区 南壁下部
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3区 南壁5層 内土器出土状況 4区 機械掘削(南 から)

4区 西壁 4区 東壁

4区(南 から) 5区 調査地(南 から)

,

5区 南壁 5区 南壁下部
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V恩 智 遺跡第30次 調査(OJ2013-30)

図
版

3

1

2

3

4
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VI恩 智遺跡第31次 調査(OJ2013-31)



例 言

1.本 書は、大阪府八尾市恩智中町4丁 目地内他で実施 した下水 道工事(24-43工 区)に 伴 う発掘

調査報告書である。

1.本 書で報告する恩智遺跡第31次 調査coJ2013-31)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら委

託 を受けて実施 した ものである。

1,現 地調査 は平成25年7月1日 ～10月1日(外 業実働12日)に 、坪田真一 ・西村公助 を担当者 と

して実施 した。調査面積 は約57㎡ である。

1.現 地調査 においては飯塚直世 ・市森千恵子 ・伊藤静江 ・梶本潤二 ・芝峅和美 ・竹田貴子 ・村

井俊子の参加 を得 た。

1.内 業整理業務 は下記が行 い、現地調査終 了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物復元 一梶本

遺物実測 一飯塚 ・市森 ・伊藤 ・國津れい こ ・田島宣子 ・永井律子 ・村井 ・村田知子

遺物 トレース ー市森,

その他 一坪田

1.本 書 の執筆 ・編集は坪 田が行 った。

本 文 月 次

1.は じめに31

2.調 査概要32

1)調 査の方法 と経過32

2)基 本層序 と出土遺物32

3)検 出遺構 と出土遺物32

3.ま とめ35
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Vr恩 智 遺 跡 第31次 調査(OJ2013-31)

1.は じめに

恩智遺跡 は、八尾市南東部に位 置する旧石器時代～鎌倉時代 に至 る複合遺跡である。現在の行

政 区画では、恩智北町1～4丁 目、恩智 中町1～5丁 目、恩智南町1～5丁 目にあた り、南北約

1.Okm、 東西約1.2kmが その範囲 とされる。地理的には生駒山地西麓 に形成 された扇状地か ら低地

部 にかけて広がってお り、周辺では、北側 に郡川遺跡、南側 に神宮寺遺跡、西側に玉 串川 を挟ん

で東弓削遺跡が存在す る。

本遺跡については、古 くは大正6(1917)年 の梅原末治 ・島田貞彦両氏 による踏査 と鳥居龍蔵氏

に よる試掘調査、昭和14(1939)年 の大 阪府の事 業 に伴 う藤 岡謙二郎 氏 の発掘調査 、昭和23年

(1948)の 今里幾次氏 による出土遺物 の報告等がある。そ して昭和50～53年(1975～1978)に は恩智

川改修工事に伴 う大規模 な調査が瓜生堂遺跡調査会 により行われ、以 降、八尾市教育委員会 ・当

調査研究会に より多次 にわたる調査が実施 されている。 これ らの調査 によ り当遺跡 は縄文時代～

弥生時代 を申心 とした遺跡 として認識 されてお り、恩智中町3丁 目に位置する 「天王の杜」周辺

か ら北西～西側 を中心に展開 していた ことが判明 している。

今 回の調査地は遺跡範囲の中央 部を縦断す る旧国道170号(東 高野街道)上 にあたる。周辺で は

北西部で第5・7・23次 調査(OJ91-5、OJ92-7、OJ2011-23)の 他、遺構確認調査では旧国道沿

いで恩智2008-476、2011-42、 西部で恩智2008-37、2009-220を 実施 してい る。概観 する と、

OJ91-5東 部では古墳時代 中期 の溝 、OJ92-7で は縄文時代後期～弥生時代中期頃 と、13世 紀頃の

遺構 ・遺物、OJ2011-23東 部、恩智2008-476で は平安時代末頃の遺構、恩智2009-220で は縄文

時代後期～晩期の遺物包含層 を検 出している。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概 要

1)調 査 の方 法 と経 過

今 回 の調査 は八尾 市恩 智 中町4丁 目地 内他 で実 施 され た下水

道工事(24-43工 区)に 伴 う調査 で 、 当調査 研 究会 が恩 智遺 跡 内

で行 った 第31次 調査(OJ2013-31)で ある。

調査 区 は、 旧 国道170号(東 高 野街 道)上 に設 定 され た人 孔部

分7箇 所 ・管路 部 分5箇 所 の計12箇 所(北 か ら1～12区)で 、調

査 面積 は計約57㎡ で あ る。 内訳 は、 人孔 部分 一1・3・4・7・

9・11・12区 、管 路 部分 一2・5・6・8・10区 となる。

調査 は工事 掘削 深 度 であ る現 地表(約T.P.+20.6～27.2m)下

2.2～3.Omま で機 械 ・人力掘 削 併用 で 実施 した。

調査 で は、調査 地 に点在 す る工事 使 用 の仮 ベ ンチマ ー ク を標

高 の基準 と した。

2)基 本層序

調査 地は生駒山地西麓の扇状地 にあた り、 しか も南北約200

mに 亘 って調査 区が点在 している。そのため類似す る層相 であ

っても同一の地層 と断定するのは困難 と考 えられるが、 ここで

は層相 と出土遺物か ら大 まかに基本層序 を設定 した。

調査地 は北か ら南 に向かって上が る道路で、現地表面の標高

は1区 がT.P.+20.6m、11区 が27.2rnで 、標高差約6.6mを 測 る。

0層 は盛土 ・撹乱。1層(1A・1B層)は1・2区 で見 られた土

壌化層で、作土の可能性 もある。時期 は中世以降である。2層

(2A～2E層)は1～7区 で見 られた水成層である。2C層 では3区

から中世頃の土 師器 、丸瓦片が、6区 か ら奈良時代の土師器が

出土 した。3層 は1・2区 で見 られた水成層で、径1mま での

巨礫 を含む土石流堆積 である。2区 では最上部か ら13世 紀前半

第2図 調査区位置図

頃までの土師器、瓦器が出土 した。4層(4A～4C層)は11区 で見 られた水成層である。4C層 か ら須

恵器片1点 が出土 した。5層(5A・5B層)は5～9区 で見 られ、水成層 と考 えられる。縄文時代後

期～弥生時代 中期の土器を含んでいる。下位の6層 は土壌化層で、弥生時代中期頃の生活面 に相

当する と考え られ る。7層 は3～5層 で見 られた水成層である。4区 では上面で遺構状 の落 ち(

ア層)を 西壁で確認 した。8層 は8・9区 で見 られた水成層である。9層 は6～10区 で見 られた

水成層で、径1mを 超 える ような巨礫 を含 む土石流堆積 であ る。

3)検 出遺構 と出土遺物

4区 西壁 で、7層 上面(T.P.+21.7rn)か ら切 り込 む遺構状 の落ち(ア 層)を 確認 した。検 出部分

で深 さ約30cmを 測 る。ア層はブロック状の層相で炭 を多 く含 む。遺物は弥生時代中期頃に比定 さ

れる土器片が 出土 したが、図化 しえるものはなかった。
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24.Om

23.Om

22.Om

21.Om

20.Om

19.Om

0.盛 土 ・撹乱

1.10YR6/3に ぶい黄橙色極細粒砂～中粒砂混粘土質シル ト 土壌化層(作 土?)

2A.7,5Y6/1灰 色シル ト～大礫 水成層

2B,2.5Y7/3浅 黄色細粒砂～細礫混シル ト 水成層

2C,10YR6/4に ぶい黄橙色細粒砂～細礫混粘土質シル ト 水成層

2D.5GY6/1オ1丿 一ブ灰色シル ト～細礫 水成層

2E.7,5Y5/1灰 色 シル トブロック混細粒砂～中粒砂 水成層

3.10Y5/1灰 色 巨礫多混シル ト～細粒砂 水成層

4A,tOYR7/3に ぶ い黄橙色中礫混シル ト～極細粒砂互層 水成層 ア,

4B.7.5GY4/1暗 緑灰色シル ト質粘土～極細粒砂互層 水成層

4G.10YR6/4に ぶ い黄橙色細粒砂～大礫 水成層

5A.10YR6/4に ぶ い黄橙色細粒砂混粘土質シル ト 水成層

5B.5Y5/1灰 色細粒砂～粗粒砂混粘土質シル ト 遺物包含層

6,2.5Y5/2暗 灰黄色シル ト～細粒砂 撹拌土壌化層

7.10YR6/6明 黄褐色シル ト～細粒砂 水成層

8.2,5Y7/3浅 黄色細粒砂～粗粒砂 水成層

9.5GY6/1オ リーブ灰色細礫～巨礫混シル ト～細粒砂 水成層

5Y4/1灰 色細粒砂混シル ト質粘土 炭

第3図 基本層序
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V[恩 智遺跡第31次調査(OJ2013-31)

地層 内出土遺物

1は 土師器皿である。2～5は 瓦器椀 である。2は 見込み に粗い平行線状暗文 を施す。3～5

は内面 にのみ粗 くヘラミガキを施す。1～5は13世 紀前半 に比定 される。2区3層 上層出土。

6は 土師器杯で、外面に横位のヘラミガキを、内面 には螺旋状 と思われる暗文 を施す。奈良時

代 に比定され よう。6区2C層 出土。

7～11は 弥生土器である。7は 中実の脚柱 部を有する脚部で、台付鉢の台脚部 と考 え られる。

8は 有段口縁の広 口壺 である。口縁部上部は剥落 しているが、外端面最下位 に扇形文 を、 また頸

部 には4段 以上の櫛描直線文 を巡 らせ る。9・10は 壺底部 と考え られる。11は 鉢で、全体 の2/3

程度が遺存 してお り、口径36.4cm・ 器高30.2cm・ 底径11.Ocmを 測 る。調整は外 面が左上 り、内面

が横位 のヘラミガキである。9区 北壁内で、横位で土圧 により潰 れた状況で出土 した。 これ らは

7・8が 河内第皿様式、11が 第H様 式に比定 され よう。7・9-5区5B層 、8・10-7区5B層 、

11-9区5B層 出土。

12～24は 縄文土器 であ る。12～16は 磨消縄 文を施す もので、後期前葉 の中津式 に比定 され る。

12・13は 深鉢 口縁部 の小片 で、13は 波状 口縁 の頂 部 にあたる。16は 凹線上 に刺突 文 を加 える。

17・18は 曲線基調の凹線文 を施す もので、後期 中葉の北白川上層式2期 に比定 され よう。19は 凹

線文を巡 らせる もので、深鉢 の口縁部付近 と考 えられ る。後期後葉の元住吉 山H式 に比定 され る。

20は縁帯文土器頸部 と考え られる。内外面 に条痕文が見 られ、外面に斜位の垂下条線 を施す。後

期 中葉の北白川上層式2期 に比定 される。21～23は 内外面 に横位の条痕文 を施す深鉢で、21・22

は口縁部、23は 口縁部～体部である。21・22は 後期～晩期の所産であろう。23は 体部内面が横位

の板ナデで、口縁部～体部問の外面 に縄文 を施す。後期 中葉の元住吉山1式 、あるいは後葉の元

住吉 山H式 に比定 され よう。24は 外面 に横位 の条痕文 を施す もので、浅鉢 口縁 部 と考 えられ る。

後期～晩期 の所産であろう。12・19-5区5B層 、13-6区5B層 、14・20-7区5B層 、17・21-9

区5A層 、15・16・18・22・23-9区5B層 、24-10区5B層 出土。

3.ま とめ

今 回の調査では縄文時代後期～中世の遺物 を検出 した。出土遺物 はコンテナ1箱 である。

縄文時代後期～弥生時代 中期 では5～10区 で遺物包含層(5層)を 確認 した。5層 は水成層 の可

能性 もあるが、遺存状況の良好な土器片 も多 く、近隣 に該期 の集落が存在す るものと考 えられる。

周辺では北西約70mで 実施 した遺構確認調査 〈恩智2009-220>に おいて縄文時代後期の包含 層

を確認 している他、さらに南西部の「天王の杜」周辺では縄文時代晩期 の集落域が確 認されてお り、

これ らと関連す る可能性がある。

北部の2区 では13世 紀前半頃の土器が出土 している。周辺では北西部のOJ2011-23や 、6～10

区東側 に近接す る 〈恩智2008-476>に おいて該期 の遺構 を検 出 してお り、東高野街道 沿い に展

開 した集落が存在 した ものと捉 えられ よう。
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参考文献
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文化財調査報告61平 成21年 度国庫補助事業』八尾市教育委員会
・坪田真一2010「1-3-7)恩 智遺跡(2009-220)の 調査」『人尾市内遺跡平成21年 度発掘調査報告書 八尾市

文化財調査報告61平 成21年 度国庫補助事業』八尾市教育委員会
・寺沢 薫 ・森井貞雄1989「2-1河 内地域」『弥生土器の様式 と編年 近畿編1』 木耳社
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1

1区 調査地(北 から) 1区 機械掘削(東 から)

画

丶

7区 北壁 2区 機械掘削(北西から)

2区(北 から) 2区 西 壁

3区 調査地(南 から) 3区 南壁
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4区 調査地(北 から)4区 西壁

4区 西壁ア層5区 西壁北部

5区 西壁南部 6区 機械掘削(北 から)

6区 西壁北部 6区 西壁南部
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7区 北西壁

8区 全景(北 から)

勃 殯 ン

7区 北西壁5B層 内土器

8区 西壁

図
版
3

9区 調査地(南 西から)9区 西壁

「

9区 西壁5B層 内土器 9区 北壁5B層 内土器

39
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臥

10区 機械掘削(北から) io区 全景(北 から)

10区 西壁中部

11区 西 壁

11区 機械掘削(南西から)

12区 調査地(南 から)

12区機械掘削(南 東か ら) 12区 西壁
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VII木 の本 遺 跡 第25次 調 査(SK2013-25)



例 言

1.本 書 は、大阪府八尾市南木の本3丁 目地内で実施 した下水 道工事(24-41工 区)に 伴 う発掘調

査報告書 である。

1.本 書で報告す る木の本遺跡第25次 調査(SK2013-25)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人八尾市文化財調査研究会が人尾市か ら

委託 を受けて実施 した ものであ る。

1.現 地調査 は、平成25年6月3日(外 業実働1日)に 、西村公助 を調査担当者 として実施 した。

調査 面積 は約4㎡ であ る。

1.現 地調査 においては、梶本潤一 ・田島宣子の参加 を得た。

1,内 業整理業務 は西村が行 い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集は西村が行 った。

本 文 目 次

1.は じめに 、45

2.調 査概要46

1)調 査 の方法 と経過46

2)基 本層序46

3)検 出遺構 と出土遺物46

3.ま とめ47



VI木 の本遺跡第25次 調査(SK2013-25)

皿 木の本 遺跡第25次 調査(SK2013-25)

1.は じめ に

木の本遺跡は八尾市の南部に位置 し、現在の行政区画では木の本1～3丁 目、南木の本2～9

丁 目、空港1丁 目がその範囲 とされている。地形的には河内平野の南西部、旧大和川水系 の平野

川左岸の沖積地上に位置 し、東 に田井 中遺跡 ・老原遺跡、西～南側には八尾南遺跡 ・太田遺跡が

隣接す る他、北側には太子堂遺跡 ・植松遺跡 ・植松南遺跡 といった平野川流域 に展開する遣跡が

存在す る。

当遺跡発見の契機は、昭和56年 度 に八尾市教 育委員会が南木の本4丁 目で実施 した試掘調査 で、

弥生時代中期前半～古墳 時代後期 の遺物包含層が確認 されたことによる。続 く発掘調査(市80～

81)で は弥生時代 中期前半、古墳時代前期 ・中期 の遺構が検 出された。昭和57・58(1982・1983)

年度 には、八尾空港内の整備事業 に伴 い、当調査研究会が第1次 調査 を実施 し、平安時代の条里

水 田の広が りを確認 した。その後 も河川改修や、下水道工事等 に伴 う調査 が大阪府教育委員会 ・

八尾市教育委員会 ・当調査研究会 により実施 され、弥生時代前期以降の遺跡であることが確認 さ

れている。

第1図 調査地周辺図
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1565/1青 灰色粘土質シル ト 湿地性堆積層

210YR6/8明 黄褐色粘土質シル ト 湿地性堆積層

310YR5/1褐 灰色粘土質シル ト 湿地性堆積層

410YR4/1褐 灰色粘土質シル ト 湿地性堆積層

第3図 断面図
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今回の調査地は遺跡範囲西端にあたる。南東部では大阪府教育委員会により平野川改修工事 に

伴 う調査(府1998～2000)が 実施 されてお り、古墳時代初頭～近世の集落遺構 が確認 されてい る。

また南部の第3次 調査(SK83-3)で は古墳時代前期～中期 の掘立柱建物 ・遺物包含層 を検出 し

ている他、北東部に近接する第16次 調査(SK2009-16)で 出土 した弥生時代後期～古墳 時代前期

の銅鏃 は、遺存状況が良好な資料で特筆 される。

2.調 査 概 要

1)調 査 の方 法 と経 過

今 回 の調 査 は八 尾市 南木 の本3丁 目地 内で実 施 した下水 道工 事(24-41工 区)に 伴 う調 査 で、 当

調 査研 究 会が 木 の本遺 跡 内で行 っ た第25次 調査(SK2013-25)で あ る。

調 査 地 は 人孔 部 分1箇 所(約2.Ox2.Om)で 、総 面 積 は約4.0㎡ を測 る。 調査 は現 地 表(T.P.+

10.3m)下2.2mま での 地層 につ い て、機械 お よび人 力 に よ り掘削 を行 い実 施 した。調査 では工 事

使 用 の ベ ンチ マー ク(KBM.3:T.P.+10.234m)を 標 高 の基 準 と した。

2)基 本層 序

No.4人 孔 を現 地表 下約2.2mま で調 査 した。 現地 表 面 の標 高 はT.P.+10.3mで あ る。0～4層

の堆 積 層 を確 認 した。0層 は盛 土 。1～4層 は湿 地性 堆積 層 で あ る。

3)検 出遺構 と出土遺物

遺構 の検出お よび遺物の出土はなかった。

一46一



田 木の本遺跡第25次調査(SK2013-25)

3.ま と め

今 回 の調査 地 で は湿地 性堆 積 層 を確 認 した に留 まった。 当地 は集 落域 か ら外 れ てい る と考 え ら

れ る。

参考文献
・原田昌則 ・成海佳子1983「 第3章 木の本遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980 ・

1981年 度 財団法人八尾市文化財調査研究会報告2』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・藤沢真依 ・他1999『 木の本遺跡発掘調査概要 ・皿一平野川改修工事に伴 う発掘調査 一』大阪府教育委員会

・横田明 ・岩瀬透1999『 木の本遺跡発掘調査概要 ・IV-1級 河川平野川改修工事に伴 う発掘調査 一』大阪府教

育委員会
・藤田道子2001『 木の本遺跡発掘調査概要 ・V-一 級河川平野川改修工事に伴 う発掘調査 一』大阪府教育委員

会
・原田昌則 ・他1984『 木の本遺跡 一八尾空港整備事業に伴 う発掘調査一 財団法人八尾市文化財調査研究会

報告4』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2011「 皿 木の本遺跡第16次 調査(SK2009-16)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告132』 財

団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2012「V皿 木の本遺跡第20次 調査(SK2010 -20)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告136』 財

団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2012「 ∬ 木の本遺跡第21次 調査(SK2010 -21)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会138』 財団法

人八尾市文化財調査研究会
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調査地周辺(北東か ら) 機械掘削状況(北 から)

4層 上面全景(西 か ら) 東壁0～4層(西 から)
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皿 久宝寺遺跡第85次 調査(KH2012-85)



例 言

1.本 書は、大阪府人尾市南久宝寺1丁 目地内他で実施 した下水道工事(24-26工 区)に 伴 う発掘

調査報告書である。

1.本 書で報告す る久宝寺遺跡第85次 調査(KH2012-85)の 発掘調査業務 は、人尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら

委託 を受 けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成25年1月24日 ～3月7日(外 業実働3日)に 、坪田真一 を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約12㎡ である。

1.現 地調査 においては、飯塚直世 ・梶本潤二 ・芝暗和美 ・竹 田貴子 ・田島宣子の参加 を得た。

1.内 業整理業務は下記 が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物実測 一飯塚、遺物 ト1/一ス ー市森千恵子、 その他 一坪 田。

1。 本書 の執筆 ・編集 は坪 田が行 った。
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皿 久宝寺遺跡第85次 調査(KH2012-85)

1.は じめ に

久宝寺遺跡は八尾市 の西端 に位置 し、現在 の行政区画による と、八尾市内では北久宝寺1～3、

久宝寺1～6、 西久宝寺、南久宝寺1～3、 神武町、北亀井町1～3、 龍華町1・2、 渋川町1

～7が その範囲 となってお り、さらに西の大阪市域 ・北の東大阪市域 に広が っている。地理的に

は旧大和川の主流である長瀬川の左岸 にあた り、同地形上 で南側 に跡部遺跡 ・亀井遺跡 ・太子堂

遺跡が存在する。

当遺跡発見の契機 は、昭和10年 に八尾市久宝寺5丁 目で行われた道路工事の際 に、弥生土器 ・

土師器 ・丸木船 の残片が出土 した ことによる。昭和48年 度には、大阪府教育委員会 ・(財)大 阪文

化財 セ ンターによる近畿 自動車道天理～吹 田線関連の総延長13.5㎞ に及ぶ発掘調査が開始 され、

以降、大阪府文化財セ ンター ・東大阪市文化財協会 ・八尾市教育委員会 ・当調査研究会 において

多次 にわたる発掘調査が実施されている。 これ らの調査成果か ら、当遺跡 は縄文時代晩期～近世

にわたる遺跡であることが確認 されている。

今回の調査地は遺跡範囲中心部のやや南東 にあた り、北側 には中世末以降に久宝寺御坊顕証寺

を中核 として発展する久宝寺寺内町が位置 している。調査 地周辺では当調査研究会が第3・17・

73・81次 調査(KH3・17・73・81)を 実施 してお り、KH17で は弥生 時代後期 末～古墳 時代前期 、平

安時代後期、KH3・81で は古墳 時代前期、KH73で は奈 良時代～中世 を中心 とした遺構が検 出され

ている。なかで もKH17出 土の古墳 時代前期の多量 の木製品(紡 織具 ・農具等)や 、KH3検 出の古墳

時代前期の方形周溝墓、KH81検 出の近世用水施設 は特筆 される。

第1図 調査地位置図
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2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査 は八 尾市南久宝寺1丁 目地内他 で実施 した下水道工事(24-26工 区)に 伴 う調査 で、

当調査研究会が久宝寺遺跡内で行った第85次 調査(KH2012-85)で ある。

調査地 は人孔部分(約2.0×2.Oln)3箇 所(西 か ら1～3区)で 、総面積 は約12㎡ を測る。

調査 は工事掘削深度である現地表(約T.P.+8.5～8.8m)下 約3.Omま で について、機械 ・人力

掘削併用 で実施 した。

調査においては、工事設計図記載のベ ンチマーク(KBM.1:T.P.+8.800m)を 標高の基準 とした。

2)基 本層序

0層 は盛土 ・撹乱、及び現況の東西水路堆積土である。1層 は3区 で見 られた撹拌 された作 土

である。時期 は近世であろう。2・3層 は3区 で見 られた土壌化層で、作土の可能性 もある。中

世の土師器 ・瓦器が出土 した。4層 は1区 で見 られた水成層で、河川堆積 層である。5層 は3区

で見 られ た水 成層 で、河川堆積 層で ある。東 に約20mの 地 点で実施 した第81次 調査 で は、約

T.P.+6.6mま で及 んでいたが、当地 ではT.P.+5.8m以 下 に及んでお り、 より河川の流心に近い

と捉 えられる。6層 以下は1・2区 で見 られた。6～9層 の粘土層 は炭酸鉄や ラミナ状の植物遺

体 を含む層相 で、湿地性 の水成層であ る。10層 は暗色 を呈する土壌化層 である。2区 では古式土

師器 と考 え られる土器片が出土 した。11層 は水成層で、河川堆積 層であろう。

3)検 出遺構 と出土遺物

2区11層 上面(約T.P.+5.9m)で ピッ ト1個(SP1)を 検 出 した。

SP1

平面形 は南北主軸の楕円形 を呈 し、規模 は南北約35cm・ 東西

約22cm・ 深 さ約10cmを 測 る。断面逆台形 を呈 し、埋土はブ ロッ

ク状の単層である。遺物 は出土 していない。

3区2・3層 出土遺物

瓦器椀3点(1～3)を 図化 した。

1は 口縁部～体部、2・3は 底部である。いずれ も内面のヘ

ラミガキが比較的密 に施 される もので、時期的には12世 紀 中頃

に比定 され よう。
第4図 出土遺物
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3.ま とめ

1・2区 ではT.P.+5.9～6.Omで 古墳時代前期頃 と考え られる遺物包含層、T.P.+5.8～5.9m

で遺構面 を確認 し、2区 では該期の ピッ ト1個 を検 出 した。3区 ではT.P.+7.5m前 後で平安時

代 末頃の遺物包含層 を確認 したが、1・2区 では削平 されているようである。

古墳時代前期の集落域は北部 ・東部の調査地、平安時代末頃の集落域 は北部の調査地において

確 認 されてお り、それ らの広が りを確認 した。3区 で見 られた河川堆積(5層)は 、東部のKH81や

北西部のKH7で も確認 されてお り、平安時代中期頃に埋没する大規模な河川の存在が想定で きる。

参考文献
・西村公助1989「6久 宝寺遺跡(第3次 調査)」 『八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年 度 財団法人八尾市

文化財調査研究会報告25』 財団法人人尾市文化財調査研究会
・岡田清一1997「II久 宝寺遺跡第17次 調査(KH93-17)」 『久宝寺遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会

報告55』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・荒川和哉 ・他2009「1久 宝寺遺跡第73次 調査(KH2007-73)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告

127』財 団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2013「IX久 宝寺遺跡第81次 調査(KH2011-81)」 『公益財 団法人人尾市文化財調査研究会報告

141』 公益財団法人八尾市文化財調査研究会
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調査地(北 東から) 7区 西壁上部

図

版

1

1区 西壁下部 2区 全景(北 から)

2区SP1(北 か ら) 2区 北壁

3区 機械掘削(西 から) 3区 東壁
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例 聞

1.本 書 は、大 阪府八尾市南久宝寺3丁 目地内で実施 した下水道工事(24-206工 区)に 伴 う発掘

調査 報告書である。

i.本 書で報告する久宝寺遺跡第86次 調査(KH2013-86)の 発掘調査業務 は、人尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づ き、公益財 団法人人尾市文化財調査研究会が八尾市か ら

委託 を受けて実施 したものである。

1.現 地調査 は平成25年7月24日 ～9月20日(外 業実働14日)に 、坪田真一を担当者 として実施 し

た。調査面積 は約99㎡ である。

1.現 地調査 においては飯塚直世 ・梶本潤二 ・芝暗和美 ・竹 田貴子の参加 を得た。

1.内 業整理業務 は下記が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物実測 一飯塚 ・伊藤静江 ・村 田知子

遺物 トレース ー市森千恵子

その他 一坪 田

1,本 書 の執筆 ・編集は坪 田が行 った。
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IX久 宝寺遺跡第86次 調査(KH2013-86)

1.は じめに

久宝寺遺跡 は、古大和川の主流であった古長瀬川左岸の低位沖積地に位置す る縄文時代晩期～

近世の複合遺跡である。八尾市の北西部 に位置 し、現在 の行政区画では八尾市久宝寺1～6、 北

久宝寺1～3、 西久宝寺、南久宝寺1～3、 神武町、北亀井1～3、 龍華町1・2、 渋川町1～

7、 及 び東大阪市大蓮東5、 大蓮南2一 帯の東西1.8㎞ ・南北1.7kmが その範囲 にあたる。当遺跡

の周辺 には、北東 に佐堂遺跡、東 に宮 町遺跡 ・八尾寺内町遺跡 ・成法寺遺跡、南 に亀井遺跡 ・跡

部遺跡、西 に加美遺跡(大 阪市)が 隣接 している。

当遺跡は、昭和10年 に八尾市久宝寺5丁 目で実施 された道路工事中に、弥生土器や土師器 ・須

恵器、そ して丸木舟の残片が出土 したことが発見の契機 となった。その後、昭和55～61年 に(財)

大阪文化財セ ンター(現 、財 団法人大阪府文化財 センター。以下府セ ンター)に よって実施 された

近畿 自動車道建設に伴 う発掘調査 により、縄文時代晩期～近世 の複合遺跡であることが判明 した。

また遺跡範囲の南部 を占める旧国鉄竜華操車場跡地の再開発 にあたっては、昭和63年 以降、府セ

ンター、人尾市教育委員会、当調査研究会 によって継続的に調査が実施 されてお り、府セ ンター

による水処理施設調査 地では古墳 時代初頭～前期 の墳墓が60基 以上検出されてお り特筆 される。

今回の調査地は遺跡範囲の南部、旧国鉄竜華操車場北側 に位置す る。周辺で は北東部で当調査

研究会による第68・82次 調査、西部で第26・49・56次 調査等があ り、古墳 時代中期～後期 を中心

とする多大 な調査成果 を得 ている。

第1図 調査地位置図
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2、 調 査 概 要

1)調 査 の方 法 と経 過

今 回の調 査 は八 尾市 南久 宝寺3丁 目地 内で 実施 された 下水 道工 事(24-206工 区)に 伴 う調査 で 、

当調査 研 究会 が久 宝寺 遺跡 内で行 った第86次 調査(KH2013-86)で あ る。

調 査 区 は 立坑 部 分1箇 所(約1.5×2.Om)、 人 孔 部 分5箇 所(約2.0×2.Om)、 及 び 管路 部 分 約

76.Om(幅 約0.8～1.Om)で 、調査 面積 は約99㎡ であ る。調 査 は工 事 の進捗 状 況 に合 わせ て実施 し、

地 区名 は北 か ら1～17区 と した。調 査 区の 内訳 は立坑 ・人孔 部 分 が3・4・7・11・14・17区 、

他 の地 区が 管路 部分 とな る。 なお3～11区 につ い て は夜 間調査 で あ る。

調査 は工事 掘 削

深度 で あ る現 地表

(約T.P.+8.6～

8.7m)下1.5～3.1

mま で機 械 ・人力

掘削 併 用 で実 施 し

た。

なお管 路部 分 の

内、夜 間調査 とな

っ た5・6・8～

10区 の地 層 につ い

て は、工 事 の進捗

状況 に合 わせ て任

意 の地 点 にお いて

断 面 図 を作 製 した

(小 文 字 ア ル フ ァ

ベ ッ ト地 点)。

調査 で は 、調査

地 内 に所在 す る工

事 使 用 の仮 ベ ンチ

マーク(KBM.5:T.P.

+8.644m)を 標 高

の基 準 と した。 ま

た夜 間調 査 範 囲 に

つ いて は設 計 図記

載 の地 盤高 値 を使

用 した。

第2図 調査区位置図
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IX久 宝寺遺跡第86次調査(KH2013-86)

2)基 本 層 序

0層 は盛 土 ・撹乱 。1層 は 旧耕 土 で あ る。1～3区 で はT .P.+8.2m、 他 で は概 ねT.P.+7.8～

7.9mで 見 られ た。1～3区 で見 られ た2層(T.P.+7.7～7.8m)、3層(T .P.+7.5～7.7m)は 島

畑 作 土 ～盛土 であ る。4層(T.P.+7.7～7.8m)、5層(T.P.+7.5～7.7m)は 撹拌 され た水 田作 土

で あ る。2～5層 の時期 は 出土遺 物 等 か ら申世 ～近 世 に比 定 され る。6B層(T .P.+7.6m)は9区

南 部 ～10区 北 部 で見 られた シル ト～極 細粒 砂基 調 の水 成層 で あ る。15区 東 部 ～17区 で 見 られた水

成 層 も こ れ に相 当 す る と考 え られ 、 こ こで は上 位 に シ ル ト質 粘 土 の6A層 が 見 られ る。7層

(T.P.+7.4～7.6m)は ほぼ全域 で見 られ た土壌 化層 で、作 土 の可 能性 もあ る。 古墳 時代 後期 ～奈

良 時代 の遺 物包 含 層 となって お り、該期 の土器 を少 量 含 んで い る。2区 で は上 面 で溝(A層)を 検

出 した他 、11区 と15区 西端 部 で は下面 で遺構 埋 土 と考 え られ る層(B層)を 断面 で確 認 した。8層

(T.P.+7.3～7.4m)は 極 細粒 砂 ～ 中粒 砂 か らな る水 成 層 で、河 川堆 積 で あ る。11区 、及 び14区 に

お い てほ ぼ同 レベ ルで 見 られ た こ とか ら同一 の地層 と した。9層(T .P.+7.1～7.4m)はMn斑 やFe

斑 を多 く含 む 土 壌 化 層 で、 北 部 で は古 墳 時代 中期 ～後 期 の土 器 を少 量 含 ん で い る。10・11層

(T.P.+7.0～7.2m)は 粘 土 ～極細 粒砂 か らな る一 連 の水 成層 で 、10層 は土壌化 部分 と捉 え られ る。

12層(T.P.+6.Om)は3区 での み確 認 した炭酸 鉄 を多 く含 む湿地性 の水成 層 で あ る。

3)検 出遺構 と出土遺物

2区7層 上面(T.P.+7.5m)で 溝1条(SD1)を 検 出した。

SD1

北東 一南西方向に直線的に延 びる溝で、規模 は検 出長約1.6m・

深 さ約0.5mを 測る。幅は検 出部分で約0.6mを 測 るが、本来は約

1.2mの 規模が考え られる。断面逆凸形 を呈 し、埋土は単層である。

遺物 は出土 していない。

地層内出土遺物

1～5を 図化 した。1・2は 須恵器杯蓋 ・杯 身である。1は 飛

鳥時代、2は 古墳時代後期後半 に比定される。1区7層 出土。3

は須恵器壷で古墳時代後期頃に比定 される。2区7層 出土。4は

須恵器杯 身である。天井部には灰が被 り、中央にはつまみ基部の

形跡が認め られる。古墳 時代 中期末 に比定 される。4区9層 出土。

5は 土師器皿である。口縁端部 を巻 き込む もので、奈良時代 に比

定 される。15区7層 出土。 第3図 出土遺物

3.ま とめ

今 回の調査 では、古墳 時代中期～奈良時代 の遺物包含層、中世の遺構 ・遺物 を検出 した。出土

遺物 はコンテナ1箱 である。

北東部で実施 した第68・82次 調査では、古墳時代後期～飛鳥時代の掘立柱建物群や道路状遺構

等か らなる居住域 を検出 してお り、当地周辺 を本拠地 としていた とされる物部氏 との関連 も注 目

されてい る。今回の調査地において も、北部で該期の遺物包含層が見 られた。 しか し遺構 は検 出
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されず、遺物の包蔵 も希薄であ り、 この居住域か らは外れている もの と考 えられる。

南東部 の15区 では奈良時代 の土器が出土 した。東 に約70mの 地点で該期 の遺構が確認 されてお

り、この集落域 との関連が考え られる。

中世以 降は生産域 となってお り、水 田作土や 島畑作土 ・盛土 を確認 した。

参考文献
・岡田清一 ・樋 口 薫2002『 久宝寺遺跡 一八尾市神武町93-1の 道路築造工事に伴 う久宝寺遺跡第26次 発掘

調査報告 一 財団法人八尾市文化財調査研究会報告70』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2005「皿 久宝寺遺跡第49次 調査(KH2003-49)」 『久宝寺遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会

報告83』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・原田昌則2005「VI久 宝寺遺跡第56次 調査(KH2004-56)」 『久宝寺遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会

報告83』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・菊井佳弥2007「8 .久 宝寺遺跡第68次 調査(KH2006-68)」 『平成18年 度 財団法人八尾市文化財調査研究会

事業報告』財団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2013「14 .久 宝寺遺跡第82次 調査(KH2012-82)」 『平成24年 度 公益財団法人八尾市文化財調査研

究会事業報告』公益財団法人八尾市文化財調査研究会
・藤井淳弘1998「1 .久 宝寺遺跡(97-186)の 調査 一南久宝寺地区埋蔵文化財試掘調査概要報告 一」 『八尾市内

遺跡平成9年 度発掘調査報告書H八 尾市文化財調査報告39平 成9年 度公共事業』八尾市教育委員会
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IX久 宝寺遺跡第86次 調査(KH2013-86)

07m出
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北壁

第5図2区 西端平面図

1区 北壁 2区 北壁3区 北壁

囀__闇 」

0.盛 土 ・撹乱
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2.浅 黄色極細粒砂混シル ト質粘土Fe斑 島畑?

3.に ぶい黄橙色極細粒砂混粘土質シル トFe斑 島畑?

4.灰 色極細粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

5.黄 灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

6A.黄 灰色シル ト質粘土 水成層 河川
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7.灰 黄色シル ト 土壌化層
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B.灰 色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 ブロック状

第4図 断面図
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IX久 宝 寺遺跡第86次 調査(KH2O13-86)
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久宝寺遺跡第86次 調査(KH2013-86)
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X郡 川遺跡第14次 調査(KR2013-14)



例 盲

1.本 書 は、大 阪府人尾市教興寺2丁 目地内で実施 した下水道工事(24-39工 区)に 伴 う発掘調査

報告書である。

1.本 書で報告す る郡川遺跡第14次 調査(KR2013-14)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会 の

埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人八尾市文化財調査研 究会が人尾市か ら委

託 を受けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成25年5月16日 ～平成25年6月7日(外 業実働3日)に 、西村公助 を調査担当

者 として実施 した。調査面積 は約12㎡ である。

1.現 地調査 においては、伊藤静江 ・市森千恵子 ・梶本潤一 ・田島宣子の参加 を得た。

1.内 業整理業務 は西村が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書 の執筆 ・編集 は西村が行 った。

本 文 目次

1.は じめに65

2.調 査概要67

1)調 査の方法 と経過67

2)基 本層序と出土遺物67

3.ま とめ67



X郡 川遺跡第14次 調査(KR2013-14)

X郡 川 遺 跡 第14次 調査(KR2O13-14)

1.は じめに

郡川遺跡は八尾市の東部 に位置 し、現在の行政区画の郡川1～5丁 目 ・教興寺1～7丁 目 ・黒

谷1～5丁 目 ・垣内1～5丁 目にあたる東西約1.1km・ 南北約1.2kmの 範囲が遺跡範囲 とされてい

る。生駒 山西麓か ら西 に広が る河 内平野 に続 く扇状 地上 に立地 してお り、地形的 には西半部が

T.P.+11～30mを 測 る緩斜面、東半部が30～70mを 測 る急斜面 となっている。西側 には旧大和川

の主流であった玉串川 ・恩智川の氾濫原が広が っている。当遺跡は北側 で水越遺跡、南側で恩智

遺跡 と接 してお り、東側の生駒山地西麓地域一帯 には、古墳 時代後期 の群集墳 を中心 とする高安

古墳群が広が っている他、東部には古代寺院である教興寺跡が存在する。

当遺跡では以前から、縄文時代後期 とされる磨製石斧や、弥生 ・古墳時代の土器が採集 されて

お り、北の水越 遺跡、南 の恩智遺跡 と同様の遺跡 の存在が想定 されていた。最初の発掘調査 は、

昭和63年 に実施 された八尾市教育委員会 による遺構確 認調査であ り、古墳 時代中期～後期 の集落

が確認 された。その後、八尾市教育委員会 ・当調査研究会によ り多次にわたる発掘調査が行われ

てお り、当遺跡は南方 の生駒山地西麓に位置する恩智遺跡 と同様、縄文時代 には扇状地末端部 に

集落が形成され、以降連綿 と続 く集落遺跡である と認識 されている。

今回の調査地北東側では、平成2(1990)年 度に区画整理事業に伴 う第2次 調査 を実施 してお り、

弥生時代前期～中期、古墳時代、室町時代の遺構 を検 出 している。

第1図 調査地周辺図
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X郡 川遺跡第14次調査(KR2013-14)

2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は八尾市教興寺2丁 目地内で実施 した下水道工事(24-39工 区)に 伴 う調査で、当調

査研究会が郡川遺跡内で行 った第14次 調査(KR2013-14)で ある。

調査地は道路上 に設置 される人孔部分3箇 所(約2.0×2.Om:南 西か ら1～3区)で 、総面積 は

約12㎡ を測 る。

調査 は現地表(T.P.+11.1～11.2m)下2.0～2.1mに ついて、機械 ・人力掘削併用 で実施 した。

調査では各調査区周辺に位置する工事使用のベ ンチマークを標高の基準 とした。

2)基 本 層 序 と出土遺 物

1区

No.1人 孔 を現 地表 下約2.Omま で 調査 した。現 地表 面 の標 高 はT.P.+11.1mで あ る。0層 は盛

土 で あ る。1層 は旧耕作 土 で あ る。2・3層 は河川 堆積 層 で あ る。

2区

No.2人 孔 を現 地表 下約2.1mま で 調査 した。現 地表 面 の標 高 はT.P.+11.1mで あ る。0層 は盛

土 で あ る。1層 は旧耕作 土 で あ る。2層 は近世 頃 の作 土 であ る。3層 は湿 地性堆 積 層 で、4層 は

河川 堆積 土 層 で あ る。

3区

No.6人 孔 を現 地表下 約2.1mま で 調査 した 。現 地 表 面 の標 高 はT.P.+11.2mで あ る。4層 の堆

積 を確 認 した。0層 は盛 土 で あ る、1～3層 は河川 堆積 土 層 であ る。

3.ま とめ

今回の調査地では、近世頃 と考えられる作土層を2区 で確認 した。それ以下では、河川堆積層

が見 られた。 このような堆積状況は、第12次 調査(KR2011-12)で も確認 してお り、当地一帯に

は東西方向の谷が存在 していたと推測 され る。

参考文献
・原田昌則1999「 皿 郡川遺跡第2次 調査(KR90-2)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告64』 財団

法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一2013「XI郡 川遺跡第12次 調査(KR2011-12)」 『公益財団法人八尾市文化財調査研究会報告

141』 公益財団法人八尾市文化財調査研究会
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XI成 法寺遺跡第25次 調査(SH2012-25)



r

例 口

1.本 書は、大阪府人尾市清水 町1・2丁 目地内で実施 した下水処理水 送水管布設工事 に伴 う発

掘調査報告書 である。

1.本 書で報告する成法寺遺跡第25次 調査(SH2012-25)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財 団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら

委託 を受けて実施 した ものである。なお調査 は平成24・25年 度 にまたが ったため、平成24年

度 をその1、 平成25年 度 をその2と して実施 した。

1.現 地調査 は、平成25年3月13日 ～4月17日(外 業実働8日)に 、坪田真一 ・高萩千秋 を調査担

当者 として実施 した。調査面積は約11.25㎡ である。

1.現 地調査 においては、飯塚直世 ・梶本潤二 ・芝暗和美 ・竹田貴子 ・田島宣子 ・村田知子の参

加 を得 た。

1.内 業整理業務 は坪 田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書の執筆 ・編集は坪田が行 った。

本 文 目次

1,は じめに69

2.調 査概要71

1)調 査の方法と経過71

2)基 本層序 と出土遺物71

3.ま とめ71



X[成 法寺遺跡第25次 調査(SH2012-25)

皿 成法寺遺跡第25次 調査(SH2012-25)

1.は じめに

成法寺遺跡は八尾市のほぼ中央部 に位置 し、現在の行政区画では光南町1・2丁 目、清水町1・

2丁 目、南本町1～4丁 目、高美町1・2丁 目、松 山町1丁 目、明美町1丁 目、陽光園1丁 目が

その範囲 とされ、東西約1.1km・ 南北約0.6㎞ に広がってい る。地理的 には旧大和川の主流である

長瀬川 と玉串川 に挟 まれた沖積地上 に立地 している。周辺では北側で東郷遺跡 ・八尾寺内町、東

側で小阪合遺跡、南側で矢作遺跡 ・龍華寺跡 に隣接 し、西側 には長瀬川が北流 している。

当遺跡 は昭和56年5月 、八尾市教育委員会が光南 町1丁 目29番 で実施 した試掘調査 によ り確認

された遺跡で、以降大阪府教育委員会 ・八尾市教育委員会 ・当調査研究会によ り多次にわたる発

掘調査が行われている。 これ らの調査成果か ら、当遺跡 は弥生時代中期か らの遺跡であ ることが

知 られている。

今 回の調査地周辺では、北部で市教委 によるS56-1、S59、 当研究会 による第5・22次 調査等

が実施 されてお り、S56-1、S59、 第5次 調査 で は、弥生時代後期 ・古墳時代後期 の集落遺構、

古墳時代前期～中期の墓域等が検 出されてい る。 また南部の市立成法 中学校敷地内において は、

校舎改築 に伴 う調査(S56-2)が 市教委 によ り実施 され、古墳時代～中世の遺物包含層が確認 され

た。その後当研究会が、校舎改築や体育館 ・プール築造等 に伴 う第1～3・7・24次 調査 を実施

してお り、古墳時代初頭～前期 ・後期、飛鳥～奈良時代の集落遺構 、中世 の生産関連遺構等 を確

認 している。さらに東側の第8次 調査で は、奈良時代初頭 の遺物が大量 に投棄 された溝 を検出 し

ているQ

第1図 調査地位置図

・・



第2図 調査区位置図
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2.調 査概要

1)調 査の方法 と経過

今 回の調査 は八尾市清水 町1・2丁 目地内で実施 した下水処理水 送水管布設工事 に伴 う調査

で、当調査研究会が成法寺遺跡内で行った第25次 調査(SH2012-25)で ある。

工事 は南北方向に延 びる現況水路(「成法せせ らぎの小径」)の下に下水処理水送水管 を横断 させ

る もので、調査対象は3地 点で、水路 を挟んで両側 に設置 される発進立坑(約1.5×1.5m)・ 到達

立坑(約1,5×1.Om)部 分である。調査 区は計6箇 所(北 か ら1～6区)で 、総面積 は約11.25㎡ を

測 る。なお平成24年 度 にその1と して3・4区 、平成25年 度にその2と して1・2・5・6区 の

調査 を実施 した。

調査 は現地表(T.P.+9.3～9.4m)下2.7～3,5mに ついて、機械 ・人力掘削併用で実施 した。

調査 では各地点 に所在する工事使用 のベ ンチマー クを標 高の基準 とした。

2)基 本層序 と出土遺物

1・2区

0層 は盛土 ・撹乱。1～6層 は作土で、1層 はブロック状、2～6層 は撹拌 が著 しい。7層 は

水成層で、河川堆積 と考 えられる。8層 は暗色 を呈 し土壌化 している可能性がある。9層 は湿地

性の水成層である。

遺物 は1区5・6層 か ら時期不明の土師器片が少量 出土 した。2区 では2層 か ら近世磁器片、

5層 か ら時期不 明の土師器片、8層 か ら古墳時代初頭 ～前期 頃の古式土師器片 が少量 出土 した。

3・4区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は整地層である。2層 は3区 で見 られた水成層である。近世の水路の

存在が考え られる。3層 は4区 で見 られた旧耕土である。4～7層 は撹拌 された作土である。8

層は水成層で、河川堆積 と考 えられる。9～12層 は湿地性 の水成層である。

遺物 は4区5層 か ら中世の土師器、瓦器片、6層 か ら中世の瓦器片、7層 か ら時期不 明の土師

器片が出土 した。

5・6区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土である。2層 は撹拌 された作土である。3層 は5区 で見 られ

た水成層であ る。4・5層 は撹拌 された作土である。6・7層 は静水性の水成層である。8層 は

水成層で、河川堆積 と考え られる。9～12層 は湿地性 の水成層である。掘削床面か ら湧水が認め

られ、直下 に砂層の存在が看取 される。

遺物 は5区3層 か ら中世頃の瓦器片が出土 したのみである。

3.ま とめ

今 回の調査 では遺構 は検出 されず、 また出土遺物は作土か らのものが多 くを占め、積極的に居

住域 を示す ような遺物包含層は確認できなかった。

北部1・2区 の南西側 に近接するS59市 教委調査 では、北西 一南東方向に延 びる古墳時代初頭

の溝が検 出されてお り、この溝 よ り南西側のS56-1市 教委、第5次 調査で確認 されている墓域 と

の有機的な関連が考 えられている。1・2区 で確 認 した8層 が該期の遺構 面に相当すると考 えら
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1・2区L一 一 一一 一一 卩卩

0.盛 土 ・撹舌L

1.10YR7/3に ぶ い黄橙色極細粒砂混シル ト質粘土Fe斑 ブロック状作土

2.10Y5/1灰 色極細粒砂～中粒砂多混シル トFe斑 撹拌作土

3.7.5GY6/1緑 灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト 撹拌作土

4.5Y6/2灰 オ リーブ色シル ト質粘土～極細粒砂 撹拌作土

5.2.5Y6/2灰 黄色極細粒砂混粘土Fe斑 撹拌作土

6.5Y6/2灰 オ リーブ色シル ト質粘土Fe斑 撹拌作土

7.10YR6/3に ぶ い黄橙色粘土質シル ト～中粒砂互層 水成層

8.5GY3/1暗 オ リーブ灰色粘土 土壌化層?

9.5GY6/1オ リーブ灰色細粒砂混シル ト 水成層

o.盛 土 ・撹乱

1.10YR5/4に ぶい黄褐色細粒砂混シル ト質粘土 整地層

2,5Y6/1灰 色シル ト～極細粒砂互層 水成層

3.N4/0灰 色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト 撹拌作土(旧 耕土)

4.7.5GY5/1緑 灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト 撹拌作土

5.5GY4/1暗 オ リーブ灰色極細粒砂混シル ト 撹拌作土

6.5GY5/1オ リーブ灰色粘土質シル ト 撹拌作土

7.7.5Y5/1灰 色極細粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

8.7.5Y5/1灰 色粘土～中粒砂互層 水成層(河 川堆積)

9.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト質粘土 水成層

10,5GY3/1暗 オ リーブ灰色細粒砂混粘土 水成層

11,7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土 水成層

12.5GY4/1暗 オ リーブ灰色粘土 水成層

第3図 断面図
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5・6区

0.盛 土 ・撹乱

1.N4/0灰 色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト 旧耕土

2.5G5/1緑 灰色細粒砂混シル ト 撹拌作土

3.5G5/1緑 灰色～5Y6/2灰 オ リーブ色細粒砂 水成層

4.7.5Y5/1灰 色極細粒砂混シル ト 撹拌作土

5.5Y6/1灰 色 シル ト質粘土 撹拌作土?

6.5G4/1暗 緑灰色シル ト 水成層

7.5G3/1暗 緑灰色粘土 水成層

8.7.5Y4/1灰 色極細粒砂混～細粒砂 水成層

9.7.5Y3/2オ リーブ黒色シル ト質粘土 植物遺体 水成層

10.7.5Y5/1灰 色シル ト質粘土 水成層

11.7.5Y3/2オ リーブ黒色粘土 水成層

12.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト質粘土 植物遺体 水成層

Olm幽
第3図 断面図

れるが、この溝 を挟んで墓域 の対岸 に位置 していることか ら、集落域の外側 に当たる可能性がある。

南部 の3～6区 についてはT.P.+7.4m前 後以下 は河川堆積 ・湿地性堆積か らなる水成層 で、

その上位は作土層が続 く状況であ り、北東部の調査地で確 認 されてい る古墳時代～古代の遺構面

は削平 されてい るか、あるいは当地 に及 んでいない と考 えられる。東部の第21次 調査地 において

は古墳時代後期頃以前に埋没す る自然河川が確認 されているが、この河川の影響下にあ った可能

性 も考 えられる。
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1・2区 調 査 地(東 か ら)1区 北 壁

1区 下層機械掘削(東 から)1区 北壁下部

2区 機械掘削(東 から)2区 北壁

2区 全景(東 から)2区 北壁下部
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5区 西壁5区 西壁下部

5区 全景(北 から)5区 掘削状況(北 から)

6区 調査地(西 か ら)6区 機械掘削(南 から)
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例iヨ

L本 書 は、大阪府人尾市神宮寺3丁 目地内で実施 した下水道工事(25-37工 区)に 伴 う発掘調査

報告書であ る。

・1.本 書で報告する神宮寺遺跡第2次 調査(ZG2013-2)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づ き、公益財 団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら

委託 を受 けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は平成25年10月29日 ～10月30日(外 業実働2日)に 、坪田真一を担 当者 として実施 し

た。調査面積は約8㎡ である。

1.現 地調査 においては梶本潤二 ・田島宣子の参加 を得た。

1.内 業整理業務 は坪 田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書の執筆 ・編集 は坪田が行 った。

本 文 目次

1.は じめに79

2.調 査概要80

1)調 査の方法 と経過80

2)基 本層序80

3)検 出遺構 と出土遺物80

3.ま とめ81



XQ神 宮 寺遺跡第2次 調査(ZG2013-2)

∬ 神宮寺遺跡 第2次 調査(ZG2013-2)

1.は じめに

神宮寺遺跡は、八尾市南東部 に位置す る弥生時代～中世の複合遺跡である。現在の行政区画で

は神宮寺3～5丁 目にあた り、東西約0.7km、 南北約0.3kmが その範囲 とされている。地理的には

生駒 山地西麓 に形成 された扇状地 か ら低地部 にかけて広がってお り、周辺では北側に恩智遺跡、

東側 に高安古墳群が位置する他、南側 の柏原市域 においては弥生時代以降の集落遺跡である山ノ

井遺跡や奈良時代の大県郡条里遺構 が隣接 し、西側 には玉串川の氾濫原が広がっている。 また遺

跡範囲の中央付近 を東高野街道が縦断 してい る。

今回の調査地の東約300mで 実施 した第1次 調査(ZG93-1)で は、弥生時代 中期～室 町時代の遺

構 ・遺物が多 く検 出されてお り、弥生時代 中期の土器棺墓か らなる墓域の確認や、室町時代の石

組井戸は特筆 され る。 またその南西部の府教委1994で は、弥生時代後期、古墳 時代 中期、奈良 ・

平安時代の遺構 ・遺物が検 出されている。両調査地 は東高野街道沿いに位置 してお り、 この付近

では遺構確認調査等においても弥生時代～古墳 時代の遺構 ・遺物が確認 されているが、遺跡西方

では河川堆積等 を検出す るにとどまってお り、遺跡の実態は不 明な点が多い。

第1図 調査地位置図
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2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は八 尾市神宮寺3丁 目地内で実施 された下水道工事(25-37工 区)に 伴 う調査で、当

調査研究会が神宮寺遺跡 内で行 った第2次 調査(ZG2013-2)で ある。

調査地 は、大阪府立八尾翠翔高等学校北側の東西道路上 に位置する人孔部分2箇 所(西 か ら1・

2区)で 、調査面積 は約8㎡ である。

調査 は工事掘削深度である現地表(約T.P.+13.2m)下2.6～3.1mま で機械 ・人力掘削併用で実

施 した。調査 では、調査地 に点在する工事使用 の仮ベ ンチマークを標高の基準 とした。

大阪府立八尾翠翔高等学校

第2図 調査区位置図

2)基 本層序

1区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土、2層 も撹拌 された作土である。3層 はシル ト～細粒砂か ら

なる水成層である。4～9層 は粘土基調で炭酸鉄 を含 む湿地性の水成層である。

2区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土である。2層 はシル ト～細粒砂か らなる水成層で、1区3層

に相当す る。3～8層 は粘土基調で炭酸鉄 を含む湿地性の水成層で、1区4～9層 に相当するが、

砂粒の含有が認め られる。

3)検 出遺構 と出土遺物

遺構 ・遺物は認め られなかった。
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1区

0.盛 土 ・撹舌L

1.7,5Y4/1灰 色極細粒砂～細粒砂混シル ト 旧耕土

2.7.5GY6/1緑 灰色シル ト質粘土混極細粒砂～細粒砂 ブロック状作土

3.2.5GY6/1オ リーブ灰色シル ト～細粒砂互層 水成層

4.5GY5/1オ リーブ灰色粘土 炭酸鉄 水成層

5.5GY6/1オ1丿 一ブ灰色シル ト 水成層

6.5GY4/1暗 オ リーブ灰色粘土 植物遺体 炭酸鉄少 水成層

7.5GY3/1暗 オ リーブ灰色粘土 炭酸鉄少 水成層

8.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色粘土 炭酸鉄多 水成層

9.7.5GY3/1暗 緑灰色粘土 炭酸鉄少 水成層

2区

0.盛 土 ・撹舌L

1.7.5Y4/1灰 色極細粒砂～細粒砂混シル ト 旧耕土

2.2.5GY6/1オ1丿 一ブ灰色シル ト～極細粒砂互層 水成層

3.10YR5/4に ぶ い黄褐色シル ト質粘t植 物遺体 水成層

4.7.5Y5/1灰 色極細粒砂～細粒砂混粘土 植物遺体 水成層

5.5Y4/1灰 色極細粒砂～細粒砂多混粘土 植物遺体 炭酸鉄 水成層

6.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色細粒砂少混粘土 水成層

7.7.5GY3/1暗 緑灰色粘土 水成層

8.7.5GY6/1緑 灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト 水成層

第3図 断面図

3.ま とめ

調査地の地層 は水成層の堆積が連綿 と続 くことが確 認 され、遺構 ・遺物 ともに見 られず、生活

の痕跡 は認 め られなか った。東に約250mで 確認 されてい る弥生時代～古墳時代 の集落域 は当地

までは及んでい ないと考えられる。

参考文献
・岡田清一1997「皿 神宮寺遺跡第1次 調査(ZG93-1)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告57』 財団法

人八尾市文化財調査研究会
・山上 弘1994『 神宮寺跡発掘調査概要 一八尾市神宮寺4丁 目所在 一』大阪府教育委員会
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例 苜

1.本 書 は、大 阪府八尾市東弓削2丁 目、人尾木東3丁 目地内で実施 した下水 道工事(24-37工 区)

に伴 う発掘調査報告書である。

1.本 書で報告す る東弓削遺跡第19次 調査(HY2012-19)の 発掘調査業務 は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財 団法人八尾市文化財調査研究会が人尾市 か ら

委託 を受けて実施 した ものである。なお調査 は平成24・25年 度 にまたが ったため、平成24年

度 をその1、 平成25年 度 をその2と して実施 した。

1.現 地調査は、平成25年3月26日 ～6月10日(外 業実働7日)に 、坪田真一を調査担当者 として

実施 した。調査面積は約28mで ある。

1.現 地調査 においては、飯塚直世 ・伊藤静江 ・小野聡美 ・梶本潤二 ・芝崎和美 ・竹田貴子 ・村

井俊子の参加 を得た。

1.内 業整理業務は下記が行 い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物復元 一梶本 ・竹田 ・田島宣子

遺物実測 一飯塚 ・市森千恵子 ・伊藤 ・國津れいこ ・芝暗 ・村井 ・村 田知子

遺物 トレース ー市森

その他 一坪田 〆

1.本 書 の執筆 ・編集 は坪 田が行 った。
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1.は じめ に

東弓削遺跡 は人尾市南東部 に位置 し、現在の行政区画では八尾木、八尾木1～5丁 目、八尾木

東1～3丁 目、東弓削、東弓削2・3丁 目、都塚 、都塚1～4丁 目、刑部 にあたる、東西約1.3km、

南北約1.2kmが その範囲 とされている。当遺跡は、河 内平野 を北～北西へ流下 していた旧大和川

の主流であった長瀬川 と玉串川が分岐する「二俣」地区北側の沖積地上 に立地 してお り、この沖積

地上には隣接する中田遺跡 をは じめ、矢作 ・小阪合 ・成法寺遺跡 など多 くの遺跡が連なって展開

している。 この他、東側では玉 串川 を挟 んで対岸に恩智遺跡 ・神宮寺遺跡、長瀬川 を挟 んで南側

では弓削遺跡、西側で は志紀遺跡 ・田井 中遺跡 ・老原遺跡が位置 している。 また、当遺跡一帯 は

『続 日本紀』 にある 「由義宮」・「西京」 の推 定地 にあた り、遺跡南部にはその中核 をな した弓削

寺跡が存在 した とされ る。

当遺跡 は、昭和42(1967)年 実施 の国道170号(大 阪外環状線)敷 設工事の際、緑釉陶器等 の土器

類 と瓦類が多量 に出土 したことか ら認識 された。発掘調査 としては昭和50(1975)年 に、今回の調

査地東側 に位置す る道路部分 において、送水管布設工事 に伴 う南北1㎞ に及ぶ調査(市S50)が 市

教委により実施 された。調査 では弥生時代 中期～中世 に亘 る遺構 ・遺物が確認 され、古墳 の存在

を想定 させ る形象 ・円筒埴輪の出土や、「由義宮」・「西京」等 に関連す る可能性があ る瓦や礫敷

の検 出は特筆 される。その後 も下水道工事 に伴 う調査や遺構確認調査 といった小規模 な調査が継

続的に実施 されてお り、当遺跡 は弥生時代中期～中世の複合遺跡であ ることが確認 されている。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は八尾市東弓削2丁 目、人尾木東3丁 目地内で実施 した下水道工事(24-37工 区)に

伴 う調査 で、当調査研究会が東弓削遺跡 内で行 った第19次 調査(HY2012-19)で ある。

調査 地は人孔部分(規 模 約2.0×2.Om)7箇 所で、総面積約28㎡ を測る。地区名は南西か ら1～

7区 とした。調査 はその1(平 成24年 度)と して3区 、その2(平 成25年 度)と してそれ以外の地区

について実施 した。

調査は現地表(T.P.+12.6m前 後)下 約2.4～3.4mま で について、機械 ・人力掘削併用で実施 し

た。

調査で は各調査 区付近 に点在す る工事使用の仮BMを 標高の基準 とした。

第2図 調査区位置図

2)基 本層序 と出土遺物

1区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土である。2層 は層厚80cmを 測 る水成層で、河川堆積 である。

中世頃の土師器 が出土 している。3・4層 も粘土基調の水成層 である。5・6層 は土壌化層 で、

6層 はブロック状 を呈す る。弥生時代後期 頃～古墳時代の弥生土器、土師器が出土 した。7層 も

土壌化層で、堆積状況か ら遺構埋土の可能性がある。弥生時代中期後半頃の土器が出土 した。8

層 は湿地性の水 成層である。

遺物は5層 出土の弥生土器(1～3)を 図化 した。1は 口縁端部 を垂下 させる広口壷で、頸部外

.,
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1区

0.盛 土 ・撹乱

1.2.5Y4/1黄 灰色細粒砂混シル ト 旧耕土

2.2.5Y7/3浅 黄色極細粒砂～細礫 水成層(河 川堆積)

3.5BG5/1青 灰色細粒砂混粘土 水成層

4.5Y5/1灰 色 シル ト質粘土～シル ト互層 水成層

5.10Y5/1灰 色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト 土壌化層

6.5Y6/2灰 オ リーブ色極細粒砂混シル ト質粘土 ブロック状 土壌化層

7.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト混シル ト質粘土 土壌化層(遺 構埋土?)

8,7.5Y6/2灰 オ リーブ色シル ト 水成層

2区

0.盛 土 ・撹乱

1.2.5GY3/1暗 オ リーブ灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト 旧耕土

2,2.5Y6/3に ぶ い黄色シル ト混細粒砂～極粗粒砂 撹拌作土

3.2.5Y6/2灰 黄色粘土～細礫互層 水成層(河 川堆積)

4.5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂混粘土 水成層?作 土?

5.2,5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂混シル ト質粘土 水成層?作 土?

6.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色極細粒砂混粘土 水成層

7.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト質粘土 水成層

8.7.5Y3/1オ リーブ黒色シル ト質粘土 炭多 暗色土壌化層

9.7.5GY6/1緑 灰色シル ト～極細粒砂 水成層

T.P.+12.Om

11.Om

10.Om

3区

0.盛 土 ・撹乱

1.2.5GY3/1暗 オ リーブ灰色シル ト～極粗粒砂 旧耕土

2.2.5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト～細粒砂 撹拌作土

3.2.5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂少混粘土Fe斑 撹拌作土

4,7.5Y5/1灰 色極細粒砂混粘土

5.5Y5/1灰 色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 上部Fe斑

6.2,5Y5/1黄 灰色極細粒砂～細粒砂混粘土

7.5Y4/1灰 色極細粒砂混シル ト質粘土

8・7・5Y6/2灰 オ リーブ色極細粒砂～細粒砂混粘土

NRl

A.2,5GY6/1オ リー ブ灰 色 極 細 粒 砂 ～ 粗 粒 砂

第3図1～3区 平断面図
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面調整は タテハ ケ後縦位のヘ ラミガキである。2は 高杯脚裾部で、円孔 を施 し、外面調整 は縦位

のヘ ラミガキである。3は 小型 の甕底部である。1は 畿内第IV様 式、2・3は 第V様 式に比定 さ

れ、1は7層 に帰属すると考 えられ る。

2区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土である。2層 は撹拌 された作土で、時期 は近世であろ う。3

層 は層厚70cmを 測 る水成層で、河川堆積である。4・5層 は湿地性の水成層、あるいは作土であ

る。4層 か らは中世頃の土師器、須恵器、瓦器、瓦が出土 した。6・7層 は湿地性の水成層 と考

え られる。4～7層 の層界 は不明瞭である。8層 は暗色 を呈 し、炭 を多 く含 む土壌化層で、弥生

時代前期～中期前半の遺物包含層である。9層 は水成層である。

遺物は4層 出土の4～6、8層 出土の7～10を 図化 した。4は 小形の土師器甕である。内外面

共にやや煤 ける。5は 内黒の黒色 土器椀で、外 面は口縁端部 のみ黒色 を呈す る。6は 瓦器椀 で、

ヘラ ミガキは内面が比較的密で、外面 は疎 らである。4・5は 平安時代前期 、6は12世 紀末頃に

比定 される。7～10は 弥生土器甕である。7・8は 口縁部～体部で、体部調整 は7が 外面ヘ ラミ

ガキ、内面ハケ後ヘラ ミガキ(ナ デ)、8は 外面ハケ後ヘ ラ ミガキ、内面ヘラミガキである。9・

10は 底部で、9は 外面ヘ ラ ミガキを施す。7～10は 弥生時代前期 ～中期(畿 内第1様 式～第H様

式)に 比定 され よう。

3区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土である。2・3層 は撹拌 された作土で、3層 か ら中世の土師

器、瓦器が出土 した。第3層 上面(T.P.+11.4m)で 自然河川(NR1)を 検出 した。4～7層 は土

壌化層で、出土遺物か ら概ね4・5層 が古代 ～中世、6層 が古墳時代後期、7層 が弥生時代後期

～古墳 時代前期の遺物包含層 と捉 えられる。4～7層 の層界は不明瞭である。8層 は湿地性 の水

成層である。

遺物は4層 出土の11・12、5層 出土 の13・14、6層 出土 の15・16を 図化 した。11・12は 「て」の

字状 口縁 の土師器皿で、11が 褐色系、12が 乳 白色系 であ る。13は 土師器大皿で、口径約14。Ocmを

測 る。14は 小形の土師器壷 である。口縁部のヨコナデによ り、肩部 との境 には明瞭な稜 が生 じて

いる。11～14は11世 紀代 に比定 されよう。15は 須恵器細頸壼で、口頸部 を除いて完存す る。肩部

～体部問 に凹線 を巡 らせ、肩部外面 には全体 に灰が被 る。古墳時代後期 に比定 され る。16は 砂岩

製 の叩 き石で、上 部は欠損する。形状は角の丸い四角柱 を成 し、先端は使用 によ り潰れている。

4区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土である。2～4層 は撹拌 された作土である。5層 は河川堆積

で、NR1に 相当する。6～8層 は土壌化層で、出土遺物か ら概 ね6層 が古代～中世、7・8層

が弥生時代後期～古墳時代前期 の遺物包含層である。9・10層 は湿地性の水成層で、上部 はやや

撹拌 され土壌化 している。

遺物は6層 出土の17～23、7・8層 出土の24を 図化 した。17は 土師器皿である。18・19は 瓦器

皿である。共 に内面 にヘ ラミガキを施す もので、見込みの暗文は18が 格子状で、19は 平行線状 と

思われる。20～22は 瓦器椀 で、いずれ も底部の小片である。見込みの暗文は20が 斜格子状、21が

粗い格子状、22が 細かい格子状である。17～22は12世 紀後半に比定 される。23は 須恵器 杯蓋 のつ

まみ部で、8世 紀 頃に比定 される。24は 弥生土器長頸壺で、後期(畿 内第V様 式)に 比定 される。

:・
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4区

O,盛 土 ・撹舌L

y.2,5GY5/1オ リーブ灰色細粒砂～極粗粒砂混シル ト 旧耕土

2.2,5Y4/2暗 灰黄色細粒砂～極粗粒砂混シル ト質粘土 撹拌作土

3.2,5GY4/1暗 オ リーブ灰色シル ト～細粒砂 水成層～作土

4.7.5GY6/1緑 灰色シル ト～細粒砂Fe斑 撹拌作土

5,2.5Y6/4に ぶ い黄色極細粒砂 水成層3区A層

6.2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト～極細粒砂混粘土 土壌化層

7.5GY5/1オ リーブ灰色極細粒砂混シル ト質粘土 炭 土壌化層

8.2.5GY4/1暗 オ1丿一ブ灰色シル ト～極細粒砂混粘土質シル ト 炭 土壌化層

9,5Y6/3オ リーブ黄色シル ト質粘土Fe斑 上部土壌化

10.5GY6/1オ リーブ灰色シル ト質粘土Fe斑 水成層 上部土壌化

5区

0,盛 土 ・撹 舌L

1,2.5GY3/1暗 オ リー ブ灰 色 シ ル ト～ 極 粗 粒 砂 旧 耕 土

2.2.5GY4/1暗 オ リー ブ灰 色 シ ル ト～ 細 粒 砂 撹 拌 作 土

4.7,5Y6/1灰 色 粘 土 ～ 粗粒 砂 互 層 細礫 混 水 成 層3区A層

5.2.5GY5/1オ リー ブ灰 色 シ ル ト質粘 土 土壌 化 層

6,5GY4/1暗 オ リー ブ灰 色 シ ル ト質粘 土 炭 土壌 化 層

7.2,5GY3/1暗 オ リー ブ 灰 色 シ ル ト質粘 土 炭 土 壌 化層

8.2,5GY4/1暗 オ リー ブ灰 色 シ ル ト質粘 土 水 成層

9.2.5Y6/3に ぶ い黄 色 シル ト質粘 土Fe斑

5区 西～北壁

6区

0.盛 土 ・撹乱

1,10YR6/3に ぶい黄橙色細粒砂～極粗粒砂 水成層3区A層

2.5GY5/1オ1丿 一ブ灰色粘土 水成層

3.5GY5/1オ1丿 一ブ灰色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土 水成層

4.2,5Y5/1黄 灰 色粘土ブロック混細粒砂～粗粒砂 水成層

5.2,5GY4/1暗 オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂混シル ト質粘土 水成層

7区

0.盛 土 ・撹舌L

1,2.5Y6/2灰 黄色シル ト～中粒砂Fe斑 撹拌作土

2,10YR6/3に ぶ い黄橙色シル ト～細粒砂Fe斑 ブロック状作土

3.10YR7/2に ぶ い黄橙色極細粒砂～粗粒砂互層 水成層3区A層

4.10YR6/2灰 黄褐色シル ト質粘土～シル ト互層 水成層

5.2,5GY4/1暗 オ リーブ灰色極細粒砂～細粒砂少混シル ト質粘土 作土?

6.5GY4/1暗 オ リーブ灰色極細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土 作土?

7,5GY5/1オ リーブ灰色細粒砂～粗粒砂混粘土 水成層

6区 南壁

第4図4～7区 断面図

7区 南壁

07m
I(1:50)1

首

疊
臨

6

臼

N
O

N

山
..,



第5図 出土遺物

5区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は旧耕土である。2層 は撹拌 された作土である。3層 は河川堆積で、

NR1に 相当 し、摩耗 した土師器 ・須恵器が出土 した。4～6層 は土壌化層で、出土遺物か ら概

ね4・5層 が古墳時代前期～中世、6層 が弥生時代後期 の遺物包含層である。7層 は湿地性の水

成層である。8層 はFe斑 を含 み土壌化層 と考え られる。

遺物は4・5層 出土の瓦器椀(25・26)、6層 出土の弥生土器(27～32)を 図化 した。25は 内外面

に密にヘラ ミガキを施す もので、12世 紀中頃までに比定 される。26は 見込みに粗い平行線状暗文

..
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を施す もので、13世紀前半に比定される。27は 無頸壺で、外面 に櫛描 き(8本/9㎜)に よる波状文 ・

直線文 を巡 らせ る。28は 受け口状 口縁 の広口壺である。内外面にハケを施 し、頸部外面に段 を有

する。29は 長頸壷 の口縁端部である。外面 に縦位 のハケ ・ヘ ラミガキを施す。30～32は 甕底体部

である。30・31は 共 に底部外端部 を摘 み出 している。 これ らは27・30・31が 畿 内第IV様 式、28・

29・32が 第V様 式 に比定 される。

6区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は河川堆積で、中世以降の土師器、須恵器、瓦器が出土 した。2層 以

下 も水成層であ り、1～4層 は一連の河川堆積 で、NR1と 考 えられ、流心に近い と捉 え られる。

2層 か ら奈良時代頃の土師器 ・須恵器が出土 した。

遺物 は1層 出土の瓦器椀(33)、2層 出土 の須恵器杯蓋(34)を 図化 した。33の ヘ ラミガキは内面

が密、外面 はやや粗 で、12世紀後半に比定 され よう。34は 口縁端部の小片で、天井部 に灰 が被 る。

7区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は撹拌 の著 しい旧耕土である。2層 はブロック状 を呈す る作土であ る。

3・4層 は河川堆積 で、NR1に 相 当する。5・6層 は水成層 と思 われるが作土 の可能性 もあ る。

5層 か ら中世 頃の土師器 ・須恵器 ・瓦器 出土。7層 は湿地性の水成層である。

3)検 出遺構 と出土遺物

3区3層 上面(T.P.+11.4m)で 北東 一南西方向の 自然河川1条(NR1)を 検 出 した。調査区中

央で北肩 を検出 した もので、規模 は幅1.Om以 上、深 さは検出部分で約0.9mを 測 る。埋土は細粒

砂～粗粒砂互層(A層)で ある。東の4～7区 においてT.P.+11.Om付 近 に見 られる砂層 もA層 に

相当す ると考 えられる。層位的に時期 は中世～近世 に比定 され る。

3.ま とめ

今 回の調査 では弥生時代前期～近世の遺物包含層 や 自然河川 を確認 した。出土遺物はコンテナ

2箱 を数える。

調査 が最 も深 くまで及 んだ2区 では、現地表下約3.Om(約T.P.+9.5m)で 弥生時代前期～中期

前 半の遺物包含層が認め られ、T.P.+9.2m付 近が当時の生活面であると捉 え られる。 また1区

で も弥生時代 中期末頃の遺物包含層が見 られ、遺構 の可能性 もある。周辺では北東約150mの(東

弓削93-298)や 、 さらに北の(市S50北 半)に おいて、弥生時代 中期の遺物 を多 く含 む地層が確認

されてお り、南北方向に展開す る集落域が想定で きる。

1・3～5区 では弥生時代後期、古墳時代、中世 に至 るまで連綿 と形成 された遺物包含層 を確

認 した。遺構 は確認で きなかったが、各層の境は不明瞭な ものであ り、各時代 に生活面 を形成 し

ていたとは言い難い状況である。(東 弓削93-298)に おいては、古墳 時代後期 ～中世 の遺物 を多

く含む地層が検 出されてお り、遺構埋土の可能性が指摘 されている。今回検出の遺物包含層につ

いて も同様 の遺構埋土の可能性があろ う。

3区 では中世～近世頃の自然河川 を検出 した。 同様 の堆積 は4～7区 で も認め られ、東西方向

の流路が想定で きる。

..
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5区 北壁下部 5区 北壁7層 土器出土状況
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6区 調査地(西 から) 6区 南壁
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6区 南壁下部 7区 全景(東 から)

7区 南壁 7区 南壁下部
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例Q

l.本 書 は、大阪府人尾市服部川1丁 目地内で実施 した下水 道工事(23-15工 区)に 伴 う発掘調査

報告書である。

1.本 書で報告す る水越遺跡第12次 調査(MK2012-12)の 発掘調査業務 は、人尾市教育委員会 の

埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財 団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市か ら委

託 を受 けて実施 した ものである。

1.現 地調査は、平成25年2月5日 ～3月27日(外 業実働5日)に 、樋口 薫を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約20㎡ である。

1.内 業整理業務 は下記が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

デジタル トレース ー樋口

1.本 書 の執筆 ・編集は樋口が行 った。

本 文 目次

1.は じめに95

2.調 査概要96

1)調 査の方法と経過96

2)基 本層序と出土遺物96

3)検 出遺構 と出土遺物97

3.ま とめ97
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泗 水越遺跡第12次 調査(MK2012-12)

1.は じめに

大阪府の東部 に所在する八尾市は、東を生駒 山地、西 を上町台地、南 を羽曳野丘 陵、北 を淀川

に よって区画 された河内平野 の南東部 を占める。今 回報告す る水越遺跡は、本市東部の生駒山地

西麓部に発達 した緩扇状地上(標 高12～55m)に 立地す る。現在の行政 区画では、西高安町1丁 目、

水越2・5・7丁 目、千塚1～3丁 目、服部川1～7丁 目、神立1丁 目、及び千塚、大窪、山畑、

服部川一帯 の東西約1.25km、 南北約1.2kmが その範囲 と推定 されている。

本遺跡 を含む生駒山地西麓部には、多 く遺跡が分布す る。北 には、弥生時代後期初頭 の鋳造鉄

剣や古墳 時代前期の瑪瑙製鏃形石製品が出土 した大竹西遺跡をは じめ、大竹遺跡、太 田川遺跡 な

ど縄文時代以降の複合遺跡が展開するほか、古墳時代 中期前半に造営 された中河内地域最大の前

方後円墳 である心合寺 山古墳(墳 丘長160m以 上)や 、 中期後半に比定 される鏡塚古墳(径 約28mの

円墳 または前方後円墳 と推定 され る)が知 られる。東の生駒山地西麓 に発達 した尾根上 には、古

墳時代後期以 降に築造 された高安古墳群(180基 以上)が 群集 している。南 には、高安古墳群に さ

きがけて横穴式石室 を採用 し、盟主的な役割 を担 ったことが推測 される郡川西塚古墳 ・郡川東塚

古墳が、南北 を貫 く東高野街道 を挟 んで東西に対峙 している。時代が下る と、本遺跡の南端付近

に郡川廃寺(高 麗寺跡:奈 良時代前期～鎌倉時代)の 建立が推測 されるが、詳細 は分かっていない。

本遺跡は、大正9(1920)年 、清原得厳氏によって石鏃が採取 された ことに端 を発す る。その後、

昭和5(1930)年 には、勾玉研磨用の筋砥石 をは じめ、滑石製小玉や管玉の未完成品といった石製

第1図 調査地周辺図
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品が表採 されたほか、昭和9(1934)年 には、東高野街道(現 、旧国道170号 線)の 改修工事が行われ、

弥生時代後期 に帰属す る土器の出土を見た。昭和53(1978年)、 本遺跡内において初 となる本格的

な調査(府 立清友高校新設工事 に伴 う発掘調査)が 大阪府教育委員会 により行われ、縄文～鎌倉時

代の遺構 、遺物が検 出された。特 に弥生～古墳時代 にかけては、方形周溝墓 をは じめとす る墓域

を検 出 したほか、古墳時代 中期 には玉作 りに関連する遺跡であった ことを示唆す る滑石製管玉 の

未完成品 などの石製品が多 く出土 した。 この内後者については、本遺跡の東部に鎮座する式内社

玉祖神社 との有機 的な関係が注 目される。

その後、本遺跡では八尾市教育委員会、当調査研究会 による数次の調査が行われ、縄文時代中

期～近世 に至 る複合遺跡 として認識 されるようになって きた。

本遺跡 の南端 に位置する今回の調査地周辺を見渡す と、南西約200mの 地点で実施の第5次 調査

(MK95-5)で は、弥生時代後期の溝 をは じめ、古墳 時代前期の竪穴住居、掘立柱建物、井戸 な

どで構 成 された居住域や、方形周溝墓 などの墓域、平安時代末～中世の水 田を主体 とした生産関

連遺構が検 出された。一方、南東約400m地 点 で実施の95-582調 査では、本遺跡最古 となる縄 文

時代 中期末の居住域 を構 成する遺構、遺物 を検 出した。東へ約250mの 地点で行われた第7次 調査

(MK2000-7)で は、縄文時代晩期後半の土器埋納 の可能性が高い土坑 をは じめ、弥生時代 後期

の居住域 を構成す る遺構群、平安時代 の地鎮 に関連 した可能性が推測 される土器埋納土坑 などを

検出 した。 ここか らさらに北東へ100mの 地点で実施の第4次 調査(MK91-4)で は、弥生時代後

期 の遺物包含層 を確認 したほか、古墳時代後期～奈良時代 に比定される北東か ら南西に流下す る

流路内か らは、鋤 をは じめ とする木製 品の出土を見た。本地の北東200～350m地 点にあたる第6

次調査(MK96-6)や 第8次 調査(MK2005-8)で は、弥生時代後期の溝、流路、古墳時代 以降

の流路 を検 出した。今回の調査では、これ らの成果を念頭に置 きつつ、遺構 、遺物の検出に努めた。

2.調 査 概 要

1)調 査 の方 法 と経 過

今 回 の調査 は、八 尾市 服 部川1丁 目地内 で実 施 した下 水 道工事(23-15工 区)に 伴 う調査 で、 当

調査研 究 会 が水越 遺 跡 内 で行 っ た第12次 調査(MK2012-12)で あ る。

調 査 区 は人孔 部 分(平 面規 模 約2.0×2.Om、 面積 約4.0㎡)5箇 所(西 か ら1～5区)で 、総 面 積

は約20.0㎡ を測 る。 調 査 は、 現 地 表(1区:T.P.+11.890m、2区:11.730m、3区:T.P.+

11.840m、4区:T.P.+12.300m、5区:T.P.+13.870m)下2.2～3.4m(1区:3.2m、2区:

2.5m、3区:2.2m、4区:2.2m、5区:3.4m)ま で を機械 と人力 を併 用 して掘削 した。 な お

調査 は、2区 は 日中に 、そ れ以外 の調 査 区 は夜 間 に実施 した。

2)基 本 層序 と出土 遺物

1～5区 に お い て11層 の 地 層 を確 認 した 。1・2層 は5区 確 認 の 扇 状 地 性 堆 積 層(1層:

T.P.+12.5～12.9m2層:T.P,+12.2m)で あ る。3層 は5区 確 認 の 土 壌 化 層(T.P.+11.8～

11.9m)で あ る。4層 は5区 確 認 の湿 地性 堆 積 層(T.P.+11.5m)で あ る。5層 は5区 確 認 の土 壌

化層(T.P.+11.2m)で あ る。6層 は5区 確 認 の扇 状 地性堆 積 層(T.P.+11。Om)で あ る。7層 は5

区確 認 の土 壌化 層(T,P.+10.8m)で あ る。8層 は4区 確 認 の河川 堆積 層(T.P.+10.4m以 下)で あ
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主要 地方道大阪港八尾線(5号 線)

0 (i:tOOO) 50m

第2図 調査区位置図

る。9・10層 は3区 確 認 の河 川 堆積 層(9層:T.P.+10.Om10層

は1区 確 認 の河 川堆積 層(T.P.+9.3m以 下)で あ る。

T.P.+9.8m)で あ る。11層

3)検 出遺構 と出土遺物

な し。

3、 ま とめ

今回の調査地の南約70mの 地点では第5次 調査(MK95-5)が 行われ、弥生時代後期～近世の

遺構 ・遺物が検 出された。 この内古墳 時代初頭 ～前期 については、T.P.+9,2～10 .5mで 検 出さ

れてお り、居住域 と墓域が近接 して形成 される様相 を明らかに した。今回の調査 にお ける5区5

層土壌化層 は、 レベル的 に当該期 に対応す る地層の可能性が高 い。本層内には遺物が混在せず、

この上位の地層にも遺物が認め られない ことか ら、第5次 調査で検出された遺構群が本地 にまで

は広が らない可能性が高 くなった。第5次 調査 で確認 された当該期の集落の北 限を考 える上で特

筆すべ き成果 と言え よう。
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水越遺跡(第5次 調査)」『財団法人八尾市文化財調査研究会報告92』財団法人八尾市文
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1:明 黄 褐 色(10YR7/6)細 礫 ～ 中礫 混 中粒 砂 ～極 粗 粒砂(扇 状 地 性 堆 積 層)

2:灰 色(5Y5/1)～ 明 青 灰色(5BG7/1)シ ル ト～細 粒 砂(扇 状 地性 堆積 層)

3:暗 灰 色(N3/)粗 粒 砂 ～細 礫 混 粘 土 質 シ ル ト～ シ ル ト(土 壌 化 層)

4:灰 色(10Y4/t)シ ル ト質 粘 土 ～ 粘 土 質 シ ル ト(湿 地 性 堆 積 層)

5:黄 灰 色(2,5Y4/1)粗 粒 砂 ～ 細 礫 混 粘 土 質 シル ト～ シ ル ト(土 壌 化 層)

6:暗 灰 黄 色(2,5Y5/2)中 粒 砂 ～ 粗 粒 砂(扇 状 地 性 堆 積 層)

7;暗 灰 色(N3/)粗 粒 砂 ～ 細 礫 混 粘 土 質 シ ル ト～ シル ト(土 壌 化 層)

8:オ リー ブ灰 色(2,5GY5/1)～ 灰 黄 色(2.5Y6/2)シ ル ト～ 細 粒 砂(河 川 堆 積 層)

9:青 灰 色(5BG5/1)シ ル ト(河 川 堆 積 層)

10:灰 色(7.5Y5/1)シ ル ト～ 細 粒 砂(河 川 堆 積 層)

11;暗 灰 黄 色(2.5Y5/2)～ 灰 オ リー ブ色(2.5GY5/1)中 粒 砂 ～ 粗 粒 砂(河 川 堆 積 層)

第3図 断面図(S=縦:1/40横:1/80)



XIV水 越遺跡第12次 調査(MK2012-12)

調査地周辺状況(北西から) 図

版

1

1区 東 壁(西 か ら)

2区 東壁(西 から)

.・



図
版

2

3区 南壁(北 から)

4区 南壁(北 から)

5区 南壁(北 から)
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例Q

1.本 書 は、大阪府人尾市服部川5丁 目地内で実施 した下水道工事(24-16工 区)に 伴 う発掘調査

報告書である。

1.本 書で報告する水越遺跡第13次 調査(MK2013-13)の 発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人人尾市文化財調査研究会が八尾市か ら委

託 を受けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成25年4月4日 ～平成25年6月27日(外 業実働5日)に 、坪田真一 ・西村公助

を調査担当者 として実施 した。調査面積は約20mで ある。

1.現 地調査においては、飯塚直世 ・芝暗和美 ・竹田貴子の参加 を得 た。

1.内 業整理業務 は下記が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

遺物実測 一伊藤静江 、遺物 トレース ー市森千恵子、その他 一坪田。

1.本 書の執筆 は坪田 ・西村が、編集は坪田が行 った。

本 文 目次

1.は じめに101

2.調 査概要102

1)調 査の方法 と経過102

2)基 本層序 と出土遺物102

3.ま とめ104



XV水 越遺跡第13次 調査(MK2013-13)

XV水 越遺跡 第13次 調査(MK2013-13)

1.は じめに

水越遺跡は八尾市の北東部 に位置 し、現在 の行政 区画では西高安町1丁 目、水越2・5・7丁

目、千塚1～3丁 目、服部川1～7丁 目、神立1丁 目、及び千塚、大 窪、山畑、服部川一帯の約

1.2km四 方がその範 囲 とされている。地形的 には生駒 山西麓か ら河 内平野に続 く扇状地上 に立地

し、西側 には旧大和川 の主流であった玉串川 ・恩智川の氾濫原が広がっている。当遺跡は北側で

太田川遺跡 ・大竹遺跡、南側で郡川遺跡 ・高麗寺跡 に接 してお り、東側 には高安古墳群 ・高安千

塚古墳群が広がっている。

当遺跡では大正9年 に清原得巖氏 によ り石鏃が採集 されて以来、縄文時代の石器や弥生～古墳

時代の土器 ・玉作関係資料が多 く採集 され、「高安遺跡」・「千塚遺跡」等の名称で遺跡 の存在が

知 られていた。そ して昭和53年 に最初の発掘調査 として、大阪府教育委員会に よって大 阪府立清

友高等学校建設 に伴 う調査(S53府 教委)が 実施 された。調査 では既知 の採集 資料 と同様の成果が

得 られた他、弥生時代～古墳時代の集落遺構(井 戸 ・溝 ・方形周溝墓 ・方墳 ・土器棺等)、 中世の

集落遺構(掘 立柱建物 ・井戸等)が 検出 された。その後、八尾市教育委員会 ・当調査研究会 によ り

多次に亘 る発掘調査が行われてお り、これ らの調査成果か ら、当遺跡は縄文時代中期～近世の複

合遺跡であることが認識 されている。

今回の調査地は遺跡範囲中心に近 く、周辺では南東部で研究会第4・6・7・8次 調査 を実施

している。これ らの調査では弥生時代後期 を中心 とした遺構 ・遺物が検 出され、この一帯が該期

の集落域であったことが確認 されている。 さらに第7次 調査では縄文時代晩期の土器埋納 ピッ ト

の可能性がある遺構 の他、平安時代では土坑や地鎮祭祀 を示唆す るような土器埋納 ピットが検出

されてお り特筆 される。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査 の方法 と経過

今 回の調査 は人尾市服部川5丁 目地内で実施 した下水道工事(24-16工 区)に 伴 う調査 で、当調

査研究会が水越遺跡内で行った第13次 調査(MK2013-13)で ある。

調査地は人孔部分5箇 所(約2.0×2.Orn:西 か ら1～5区)で 、総面積は約20㎡ を測 る。

調査 は現地表(T.P.+14.3～19.1m)下2.5～2.9mに ついて、機械 ・人力掘削併用で実施 した。

調査で は点在 する工事使用 のベ ンチマークを標高の基準 とした。

第2図 調査区位置図

2)基 本層序 と出土遺物

1区

現地表面 の標高 はT.P.+14.3mで ある。0～6層 の堆積層 を確認 したが、既設水 道工事 により

1～5層 は壊 されてお り、本来の堆積層 は北西隅の一画だけに残 っていた。

0層 は盛土。1・2層 は河川堆積層。3層 は弥生時代後期～古墳時代初頭 の遺物包含層で、土

器片が少量出土 した。4～6層 は湿地性堆積である。4層 上面で調査 を行ったが、遺構の検 出は

なかった。

2区

南半分 はガス工事 により撹乱 されてお り、本来の堆積層 は北半部 に残っていた。

0層 は盛土。1層 は旧耕土。2層 は河川堆積層。3層 は湿地性堆積層。4層 は河川堆積層であ

る。

3区

南半分 はガス工事 によ り撹乱 されてお り、本来の堆積層 は北半部に残 っていた。

0層 は盛土。1・2層 は河川堆積層である。

4区

0層 は盛土 ・撹乱。1層 は作土の可能性がある。2層 以下は一連の水成層 と考え られる扇状地
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XV水 越 遺跡第13次 調査(MK2013-13)

T.P.+19.Om

18.Om

17.Om

1区

0.盛 土 ・撹 乱

1.10Y6/1灰 色 シル ト

2.

3.

4.

5.

6.

河川堆積

10YR4/4褐 色細粒砂～シル ト 河川堆積

tOYR3/3暗 褐色シル ト質粘土 弥生時代後期遺物包含層

N3/0暗 灰色粘土 上面土壌化 湿地性堆積

5B3/1暗 青灰色シル ト質粘土 湿地性堆積

7.5YR2/1黒 色粘土 湿地性堆積

2区

0.盛 土 ・撹舌L

1.10YR4/6褐 色細粒砂混粘土 旧耕土

2.7.5YR4/2灰 褐色細粒砂～粗粒砂 河川堆積

3.2,5Y3/1黒 褐色粘土 湿地性堆積

4.5B6/1青 灰色礫混粗粒砂 河川堆積

16.Om

15.Om

3区

o.盛 土 ・撹 舌L

1.5Y3/1オ リー ブ黒 色 細粒 砂 河 川 堆 積

2.10YR2/1黒 色 細 粒 砂 ～粗 粒 砂 河 川 堆 積

4区

0.盛 土 ・撹乱

1.2.5Y6/2灰 黄色細粒砂～粗粒砂混粘土質シル ト 撹拌作土

2.10YR7/3に ぶ い黄橙色シル ト～粗粒砂互層 水成層

3.7.5GY6/1緑 灰色細粒砂～大礫混シル ト質粘土 水成層

4.7.5Y5/1灰 色 シル ト～細粒砂互層 水成層

5.2.5Y6/4に ぶ い黄色巨礫混シル ト～極粗粒砂互層 水成層

5区

0.盛 土 ・撹舌L

i.5GY6/1オ リーブ灰色シル ト～細粒砂 撹拌作土

2.10YR6/2灰 黄褐色シル ト～粗粒砂 撹拌作土

3.2.5Y6/2灰 黄色シル ト～粗粒砂 水成層

4.10YR6/3に ぶ い黄橙色シル ト質粘土混細粒砂～粗粒砂 水成層

5.10YR5/1褐 灰色礫混シル ト質粘土 水成層

6.10YR6/2灰 黄褐色シル ト～細粒砂 ブロック状 水成層

7.2.5Y6/2灰 黄色細粒砂～親粒砂 水成層

8.2.5Y5/1黄 灰色シル ト質粘土～粗粒砂 水成層 植物遺体(流 木)

9.7.5Y4/1灰 色細粒砂～粗粒砂混粘土質シル ト～シル ト質粘土 ブロック状

第3図 断面図
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性堆積 である。3・5層 中には大礫～巨礫が含 まれている。

5区

0層 は盛土 ・撹乱。1・2層 は撹拌 された作土であ る。3層 は水成層か、あるいはやや撹拌が

認め られ ることか ら作土の可能性 もある。4～9層 は一連の水成層 と考え られ、東西方向の溝、

あるいは 自然河川の可能性が高い。5・6層 中には人頭大 の礫が多 く見 ら

れた。7層 は流水堆積 である。8層 は流 木 ・植物遺体 を多 く含 んでいる。

9層 はブロック状 を呈す る。

遺物 は5層 か ら奈良時代 の須恵器杯 身(1)の 他、時期不 明の土師器片が

少量 出土 した。 また9層 か らも時期不明の土師器片が少量出土 した。 第4図 出土遺物

3.ま とめ

西端 の1区 では弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物包含層が見 られた。 これ まであま り発掘調

査が実施 されていない地域であ り、南東部や北部で確認 されている該期の集落域 との関連が注 目

され る。

この遺物包含層の上位では、一連の地層 と考 えられる扇状地性堆積 や河川堆積、湿地性堆積 を

調査地全域で確認 した。時期的には5区 で奈良時代 の須恵器が 出土 してい ることか らそれ以降の

堆積であるが、詳細 については不明である。

参考文献
・高萩千秋1992「皿 水越遺跡第4次 調査(MK91-4)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告 財団法人八尾市文化

財調査研究会報告34』 財団法人八尾市文化財調査研究会
・高萩千秋1998「X皿 水越遺跡第6次 調査(MK96-6)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告60』 財団法人

八尾市文化財調査研究会
・成海佳子「II水 越遺跡第7次 調査(NII{2000-7)」 『八尾市立埋蔵文化財調査 センター報告2平 成12年 度』

人尾市教育委員会 ・財団法人八尾市文化財調査研究会
・坪田真一 ・米井友美2011「W水 越遺跡第8次 調査(MK2005-8)」 『財 団法人八尾市文化財調査研究会報告

135』財 団法人八尾市文化財調査研究会

一104一



XV水 越遺跡第13次 調査(MK2013-13)

図
版

1

調査地遠景(西 から)7区 機械掘削(南 西から)

1区 西壁1区 北壁

2区 機械掘削(南西から)2区 人力掘削(西 から)

彑

鞠

2区 北壁3区 全景(東 から)
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図
版
2

3区 北壁4区 機械掘削(北 から)

4区 全景(東 から)4区 北壁

ーゴ

5区 調査地(西 から)5区 全景(西 から)

鶯
'

㌃ 、紀 毳 勇..層 ガ..

ノ ぐ,墨謎.嶺 袤癒 薪擁纛妻纛
5区 東壁5区 調査状況(北 東から)
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例 自

1.本 書 は、大阪府八尾市水越1丁 目地内で実施 した下水道工事(24-9工 区)に 伴 う発掘調査報

告書 である。

1.本 書 で報告す る水越遺跡第14次 調査(MK2013-14)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会 の

埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財団法人人尾市 文化財調査研究会が人尾市か ら委

託 を受けて実施 した ものである。

1.現 地調査は、平成25年6月3日 ～6月10日(外 業実働4日)に 、坪 田真一を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約29mで ある。

1.内 業整理 は下記が行い、現地調査終了後 に着手 して平成26年3月 をもって終了 した。

遺物実測 一村井俊子、遺物 トレース ー市森千恵子、その他 一坪田。

1.本 書 の執筆 ・編集は坪 田が行った。

本 文 目次

1.は じめに'107

2.調 査概要108

1)調 査の方法 と経過108

2)基 本層序 と出土遺物110

3)検 出遺構 と出土遺物110

3.ま とめ110



測 水越遺跡第14次 調査(MK2O13-14)

囮 水 越遺跡第14次 調査(MK2013-14)

1.は じめに

水越遺跡は八尾市の北東部に位置 し、現在 の行政区画では西高安町1丁 目、水越2・5・7丁

目、千塚1～3丁 目、服部川1～7丁 目、神立1丁 目、及 び千塚、大窪、 山畑、服部川一帯 の約

1.2km四 方がその範囲 とされてい る。地形的 には生駒 山西麓か ら河内平野 に続 く扇状地上 に立地

し、西側には旧大和川の主流であった玉串川 ・恩智川の氾濫原が広がっている。当遺跡 は北側で

太田川遺跡 ・大竹遺跡、南側で郡川遺跡 ・高麗寺跡 に接 してお り、東側 には高安古墳群 ・高安千

塚古墳 群が広がっている。

当遺跡では大正9年 に清原得巖氏 により石鏃が採集 されて以来、縄文時代の石器や弥生～古墳

時代 の土器 ・玉作 関係資料が多 く採集 され、「高安遺跡」・「千塚遺跡」等 の名称 で遺跡 の存在 が知

られていた。そ して昭和53年 に最初 の発掘調査 として、大阪府教育委員会 によって大阪府立清友

高等学校建設に伴 う調査(S53府 教委)が 実施 された。調査で は既知の採集資料 と同様 の成果が得

られた他、弥生時代～古墳時代の集落遺構(井 戸 ・溝 ・方形周溝墓 ・方墳 ・土器棺等)、 中世の集

落遺構(掘 立柱建物 ・井戸等)が 検出 された。その後、八尾市教育委員会 ・当調査研究会によ り多

次 に亘 る発掘調査 が行 われてお り、これ らの調査成果から、当遺跡 は縄文時代 中期～近世の複合

遺跡であることが認識 されている。特筆すべ き成果 として、遺跡範 囲北部 に当たる研究会第2次

調査(MK89-2)で は、南北方 向に伸 びる弥生時代 中期 の大溝 の存在 か ら環 濠集落が推定 されてい

る。

今 回の調査地は遺跡北西角部 に当たる。周辺では小規模 な遺構確認調査等が実施 されてお り、

南東部の(2006-81)で は、中世～近世 の生産関連遺構や、古墳時代初頭 頃の河川や遺物包含層 を

確認 している。

第1図 調査地位置図
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2.調 査 概要

1)調 査の方法 と経過

今回の調査 は八尾市水越1丁 目地内で実施 した下水道工事(24-9工 区)に 伴 う調査で、当調査

研究会が水越遺跡内で行った第14次 調査(MK2013-14)で ある。

調査 区は国道170号(大 阪外環状線)上 に設定 された立坑部分(南 北8.Om× 東西3.6m)1ヵ 所で、

面積 は約29㎡ を測 る。

調査は現地表(T.P.+13.5m)下 約2.0～4.Omに ついて、機械 ・人力掘削併用 で実施 した。 また

以下の約2.2mに ついては下層確認調査 を実施 した。なお調査 区内東半部 には、道路 に沿った擁

壁の基礎 杭(CCP杭)が 並 んでお り、これが調査範囲以下に及んでいたため、 この部分については

機械掘削 とした。調査 はすべて夜間調査である。

調査で使用 した標高の基準 は工事図面記載の「GL=T.P.+13.51m」 である。

0

ー (1:100)
5m
I

第3図 平面図

第2図 調査区位置図

1:



齟 水越遺跡第14次 調査(MK2013-14)

T.P.+13.Om

12.Om

11.Om

10.Om

南壁
9.Om

8.Om

0 5m

0.盛 土 ・撹乱

1.黄 灰色細粒砂～細礫少混シル ト 土壌化層

2.黄 灰色極細粒砂～細粒砂混シル トFe斑 水成層 上部土壌化

3.灰 色極細粒砂～細粒砂混シル ト

4.暗 灰黄色細粒砂～細礫混シル ト 水成層 上部土壌化

5.灰 色細粒砂～細礫 水成層

6.暗 灰黄色細粒砂～極粗粒砂混シル ト 水成層

7.黄 灰色細粒砂～極粗粒砂混シル ト 水成層

8.灰 色細粒砂～細礫混粘土質シル ト 水成層

9.暗 灰色極細粒砂～細粒砂少混粘土 水成層

io.灰 色 シル ト～極粗粒砂互層 水成層

11.暗 灰色粘土 水成層

12.暗 灰色細粒砂～極粗粒砂混粘土 水成層

13.灰 色 シル ト～極粗粒砂互層 水成層

NRl

Al.オ リーブ灰色細粒砂～細礫混シル ト

A2.黄 灰色細粒砂～細礫混シル ト

A3.灰 黄色細粒砂～中礫

第4図 基本層序
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2)基 本層序 と出±遺物

0層 は盛土 ・撹乱。1・2層 は土壌化層で、作土の可能性 もある。時期 は近世～近代 に比定 さ

れる。3層 は水成層 と考 えられ、NR1埋 土の可能性 もある。4層 以下(T.P.+10.7m以 下)は 水

成層である。この うち5層 の細粒砂～細礫 はその堆積状況か ら急激 な水流が看取 され、10・13層

も流水堆積 、他 は概ね静水性 の堆積 といえる。

遺物は4層 か ら時期不 明の土師器片が少量出土 した。

3)検 出遺構 と出土遺物

4層 上面で 自然河川1条(NR1)を 検出 した。 またNR1の 護岸施設 と考 えられる杭列(杭 列

1)が 見 られた。

NR1は 東西方向 に延びる自然河川 の北肩 を検 出 した。規模 は幅2.5m以 上 ・深 さ約0.7mを 測

る。断面逆台形を呈 し、底面 には起伏がみ られ る。埋土 は3層(A1～A3層)を 確認 した。遺物 は主

にA3層 か ら、近世 の陶磁器 ・瓦 の他、弥生時代後期～古墳 時代前期 頃の弥生土器 ・古式土師器、

古墳時代 中期～後期 の須恵器、 中世 の中国製白磁碗が出土 してお り、1～3を 図化 した。1は 伊

万里焼碗 で、見込みは蛇の目状

に釉 を掻 き取る。18世 紀代 に比

定 され る。2は 丹波焼摺鉢 で、

摺 目は7本/1.4cmが 確 認で き

る。17世 紀末～18世 紀前半に比

定 される。3は 玉縁状 口縁 の中

国製 白磁碗で、表面 は著 しく摩

耗す る。12世紀代 に比定 される。

第5図NR1出 土遺物

杭列1はNR1北 肩 に平行 して東西方向に延 びる杭列 である。肩際～傾斜面 に1列 、さらに北

側約70cmに 平行す る1列 が見 られる。杭 は直径10cm程 度の丸木で、長 さは最大で約2mを 測 る。

NR1に は基本層序第2層 が落 ち込む状況が認め られ、 また北側の杭列が1層 よ り上か ら打 ち

込 まれていることか ら、本来NR1は1層 上面において機能 していた河川 と考え られる。

3.ま とめ

調査 では近世の 自然河川NR1を 検出 した。調査地北側 には隣接 して水越川が東か ら西 に流下

しているが、同様の河川が存在 したか、あるいは水越川の前身の河川の可能性 もあろう。以下 に

も扇状地性堆積である水成層が続いてお り、集落域 を示す ような生活の痕跡 は見いだせ なかった。

調査地 は谷状地形 にあって、徐 々に埋没 して行 き、最終的に現在の水越川 の流域 となった もの と

考 えられ る。

参考文献
・原田 修 ・久貝 健 ・島田和子1976『 大阪文化誌 第2巻 ・第2号 』財団法人大阪文化財センター

・吉岡 哲1988「河内の玉作遺跡 一本校敷地周辺の遺跡 とその性格 一」 『紀要 清友 第1号 』大阪府立清友高

等学校
・西村公助1997「V水 越遺跡第2次 調査(MK89-2)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告57』 財団法人

八尾市文化財調査研究会
・八尾市教育委員会2007『 八尾市内遺跡平成18年 度発掘調査報告書 八尾市文化財調査報告55平 成18年 度国

庫補助事業』八尾市教育委員会
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M水 越遺跡第14次 調査(MK2013-14)

図
版

1

調査地(北 東から)杭 列1(南 か ら)

NR7(東 か ら)NR1西 壁

西壁北半 調査状況(南 西から)

下層南壁 下層機械掘削状況(南西から)
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例R

1.本 書 は、大 阪府八尾市 山畑地内で実施 した下水 道工事(24-203工 区)に 伴 う発掘調査報告書

である。

1.本 書で報告する水越遺跡第15次 調査(MK2013-15)の 発掘調査業務 は、人尾市教育委員会の

埋蔵文化財発掘調査指示書 に基づ き、公益財 団法人八尾市文化財調査研究会が人尾市か ら委

託 を受けて実施 した ものである。

1.現 地調査 は、平成25年12月19日 ～12月27日(外 業実働4日)に 、坪田真一 を調査担当者 として

実施 した。調査面積 は約36㎡ である。

1.現 地調査においては、飯塚直世 ・永井律子 ・村井俊子の参加 を得た。

1.内 業整理業務 は坪 田が行い、現地調査終了後随時実施 し、平成26年3月31日 に完了 した。

1.本 書の執筆 ・編集は坪田が行 った。
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1)調 査 の方法 と経過114

2)基 本層序114
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3.ま とめ114
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跚 水越遺跡第15次 調査(MK2013-15)

1.は じめに

水越遺跡は八尾市の北東部 に位置 し、現在 の行政 区画では西高安町1丁 目、水越2・5・7丁

目、千塚1～3丁 目、服部川1～7丁 目、神立1丁 目、及 び千塚、大窪、山畑、服部川一帯の約

1.2km四 方がその範囲 とされてい る。地形 的には生駒 山西麓か ら河内平野に続 く扇状地上 に立地

し、西側 には旧大和川 の主流であった玉串川 ・恩智川の氾濫原が広がっている。当遺跡 は北側で

太田川遺跡 ・大竹遺跡、南側で郡川遺跡 ・高麗寺跡 に接 してお り、東側には高安古墳群 ・高安千

塚古墳群が広がっている。

当遺跡では大正9年 に清原得巖氏によ り石鏃が採集 されて以来、縄 文時代 の石器や弥生～古墳

時代の土器 ・玉作関係資料が多 く採集 され、「高安遺跡」・「千塚遺跡」等 の名称 で遺跡 の存在 が

知 られていた。そ して昭和53年 に最初の発掘調査 として、大 阪府教育委員会 によって大阪府立清

友高等学校建設に伴 う調査(S53府 教委)が 実施 された。調査では既知の採集資料 と同様 の成果が

得 られた他、弥生時代～古墳 時代の集落遺構(井 戸 ・溝 ・方形周溝墓 ・方墳 ・土器棺等)、 中世の

集落遺構(掘 立柱建物 ・井戸等)が 検 出された。その後、八尾市教育委員会 ・当調査研究会 により

多次 に亘 る発掘調査が行 われてお り、 これ らの調査成果か ら、当遣跡 は縄文時代中期～近世 の複

合遺跡である ことが認識 されている。

今回の調査地 は遺跡範囲西端 にあたる。周辺では北部で第11次 調査(MK2012-11)を 実施 してお

り、2区 の調査では弥生時代 中期 ・後期 の遺構 ・遺物 を検 出した他、下層か らは縄文土器 も出土

してお り注 目される。

第1図 調査地位置図

一113一



2.調 査概 要

1)調 査の方法 と経過
1

今 回の調査 は八尾市 山畑地 内で実施 した下水道工事

(24-203工 区)に 伴 う調査 で、当調査研究会が水 越遺跡

内で行 った第15次 調査(MK2013-15)で ある。

調査 地は八尾市東部 を南北に縦断す る国道170号(大 阪

外環状線)東 側 に設定 された立坑部分1箇 所(東 西8.Om

×南北4。4m)で 、総面積は約36㎡ を測 る。

調査 は現地 表(約T.P.+12.9m)下 約6.Omに つ いて、

機械 ・人力掘削併用で実施 した。なお調査 区西半部 には

既設NTTケ ーブルが南北 に縦 断 してお り、約GL-3.O

rnま では撹乱 されていた

調 査 で は工 事 使 用 のベ ンチ マ ー ク(KBM.2:T.P.+

12.725m)を 標高の基準 とした。

2)基 本層序

調査 区中央 の西壁断面を基本層序 としたが、下層部に

ついては調査 区東壁 断面を合成 した。

0層 は盛土 ・撹乱 である。1層 は旧耕土 である。2・

3層 も作土で、2層 は撹拌 され、3層 はブロック状 を呈

す る。4・5層 は流水性の水成層で、4層 は土壌化が認

められ る。6層 は土壌化層で、作土の可能性 もある。7

層以下 は扇状地性堆積 である。7・8層 は流水性 の水成

層である。9～12層 は湿地性の水成層である。9層 はゴ≡

壌化が認め られ る。13～15層 は洪水砂 による一連 の堆積:

であろう。16層 は静水性の水成層である。17～20層 は湿

地性の水成層で、19層 は上部がやや土壌化する。21層 は

洪水砂 と考 えられる。22・23層 は湿地性 の水成層 である。 第2図 調査区位置図

調 査 区

13-15

3)検 出遺構 と出土遺物

遺構 は認 められなかった。遺物 は6層 か ら時期不 明の土 師器片が少量 出土 した。

3.ま とめ

今 回の調査では遺構 は認 められず、近世 頃の耕作土 と、それ以下では洪水堆積や湿地性堆積 と

い った水成層 を確認 した。遺物 も時期不明の土師器片が少量 出土 したのみであ った。出土遺物量

はコンテナ1箱 を数 える。

北約140mで 実施 した第11次 調査2区 では、近世 の耕作面 とほぼ同一面で弥生時代 中期 ・後期

の遺構 ・遺物 を検 出 した他、下層か らは縄文土器 も出土 している。当地におい ては、近世耕作面

のレベルはほぼ同 じであ り、 また作土 と考 えられる6層 か ら土師器片が 出土 してい ることか ら、

弥生時代の遺構面は削平されている可能性があるが、詳細 は不明である。
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T.P.+13.Om
中央西壁

12.Om

11.Om

10.Om

9.Om

8.Om

7.Om

0

O
I (1:50)

2m

0

7

2

3

4

5

6

7.

8.

9.

io.

11.

盛土 ・撹乱

5Y4/1灰 色極細粒砂混シル ト 旧耕土

10G5/1緑 灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シル ト 撹拌作土

2.5Y7/2灰 黄色極細粒砂～細粒砂混シル ト ブロック状作土

2.5Y5/1黄 灰色シル ト～細粒砂 流水性水成層 土壌化層

5Y6/1灰 色シル ト～極細粒砂 流水性水成層

2.5Y5/3黄 褐 色シル ト質粘土～シル ト 土壌化層

2.5GY6/1オ1丿 一ブ灰色シル ト質粘土～細粒砂互層

2.5Y5/2暗 灰黄色シル ト質粘土～細粒砂

7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土 土壌化層

2.5GY3/1暗 オ リーブ灰色粘土 稙物遺体

7.5Y3/1オ リーブ黒色細粒砂～粗粒砂混シル ト質粘土

12.2.5GY3/1暗 オ リー ブ灰 色 細 粒 砂 ～粗 粒 砂 少 混 粘 土

13.2.5GY3/1暗 オ リー ブ灰 色 細 粒 砂 ～ 細 礫 混 粘 土

14.2,5GY5/1オ リー ブ灰色 細 粒 砂 ～細 礫

15.2.5GY5/1オ リー ブ 灰色 細 粒 砂 ～ 粗 粒 砂

16.2.5GY5/1オ リー ブ 灰色 シル ト質 粘 土 ～ シ ル ト互 層

17.7.5GY4/1暗 緑灰 色 極 細 粒 砂 混 シル ト質 粘 土

18.5GY2/1オ リー ブ黒 色 細 粒 砂 混 粘 土

19.5GY5/1オ リー ブ灰 色 細 粒 砂 ～ 極 粗 粒 砂 混 シル ト質粘 土

20.5GY6/1オ リー ブ灰 色 細 粒 砂 混 シル ト

21.2.5GY5/1オ リー ブ灰 色 シル ト～ 粗 粒 砂

22.7.5Y3/1オ リー ブ黒 色 粘 土

23.5GY4/1暗 オ リー ブ灰 色 細 粒 砂 ～ 粗 粒砂 混 シル ト質粘 土

第3図 断面図

参考文献
・原田 修 ・久貝 健 ・島田和子1976『 大阪文化誌 第2巻 ・第2号 』財団法人大阪文化財センター

・吉岡 哲1988「河内の玉作遺跡一本校敷地周辺の遺跡とその性格 一」『紀要 清友 第1号 』大阪府立清友高

等学校
・坪 田真一2013「XII水 越遺跡第11次 調査(皿(2012 -11)」 『公益財団法人八尾市文化財調査研究会報告141』

公益財団法人八尾市文化財調査研究会
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調査地(西 から)

6層 上面(東 から)

人 力掘削状況(南 東から)

9層 上面(東 から)

東 壁(0～11層) 東 壁(10～15層)

西 壁(16～23層) 断面実測状況(東 から)
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ふ りが な

所 収 遺 跡

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

北緯 東経 調査期間
調査面積
(m)

調査
原因市町村 遺跡

番号
おおたいせき

太 田 遺跡

(第15次 調 査)

おおさかふやおしおおたしんまちiちょうめ

大 阪府 人 尾市 太 田新 町1丁 目 27212 68
34度
35分
42秒

135度

35分
12秒

20130314
～
20131011

約28
記録保存調査
公共下水道工事
(24-30工 区)

おおたいせき

太 田遺 跡

(第16次 調 査)

おおさかふやおしおおたしんまち2ちょうめ

大 阪府 八 尾市 太 田新 町2丁 目 27212 68
34度
35分
40秒

135度

35分

26秒

20140123 約4
記録保存調査
公共下水道工事

(25-21工 区)
おおたがわいせき

太 田 川遺 跡

(第2次 調 査)

おおさかふやおしおおたけ3ちょうめほか

大 阪府 八 尾市 大 竹3丁 目他 27212 55

34度

38分

11秒

135度

38分

16秒

20130624
～
20130725

約12
記録保存調査
公共下水道工事
(24-15工 区)

おんぢいせき

恩智 遺 跡

(第28次 調査)

おおさかふやおしおんちなかまち1ちょうめ

大 阪府 八 尾市 恩 智 中 町1丁 目 27212 30
34度
36分
34秒

135度

37分

39秒

20121015
～
20121016

約8
記録保存調査'公共
下水道工事
(23-23工 区)

おんぢいせき

恩智 遺 跡

(第30次 調査)

おおさかふやおしおんぢみなみまち5ちょうめ

大阪 府 八 尾市 恩 智南 町5丁 目 27212 30
34度
36分

13秒

135度
37分

55秒

20130603
～
20130712

約20
記録保存調査
公共下水道工事
(24-21工 区)

おんぢいせき

恩智 遺 跡

(第31次 調査)

おおさかふやおしおんちなかまち4ちょうめほか

大 阪 府 八尾 市 恩 智 中 町4丁 目他 27212 30
34度
36分
32秒

135度

37分

57秒

20130701
～

20131001
約57

記録保存調査
公共下水道工事
(24-43工 区)

きのもといせき

木 の本 遺跡

(第25次 調査)

おおさかふやおしみなみきのもと3ちょうめ

大 阪 府八 尾 市 南 木 の本3丁 目 27212 35
34度
36分
17秒

135度

35分
14秒

20130603 約4
記録保存調査
公共下水道工事

(24-41工 区)
きゅうほうじいせき

久 宝 寺 遺跡

(第85次 調査)

おおさかふやおしみなみきゅうほうじ1ちょうめほか

大 阪 府八 尾 市 南久 宝 寺1丁 目他
27212 23

34度
37分
28秒

135度

35分

17秒

20130114
～
20130307

約12
記録保存調査
公共下水道工事
(24-26工 区)

きゅうほうじいせき

久 宝 寺 遺跡

(第86次 調査)

おおさかふやおしみなみきゅうほうじ3ちょうめ

大 阪府 八 尾 市 南久 宝 寺3丁 目 27212 23
34度
37分
21秒

135度

35分

08秒

20130724
～
20130920

約99
記録保存調査
公共下水道工事
(24-206工 区)

こおりがわいせき

郡 川 遺跡

(第14次 調査)

おおさかふやおしきょうこうじ2ちょうめ

大 阪府 八 尾 市教 興 寺2丁 目 27212 60
34度
37分
08秒

135度
37分

52秒

20130516
～
20130607

約12
記録保存調査公共
下水道工事
(24-39工 区)

じょうほうじいせき

成 法 寺 遺跡

(第25次 調査)

おおさかふやおししみずちょう1・2ち ょうめ

大 阪 府 八 尾 市 清 水 町1・2丁 目
27212 73

34度
37分
25秒

135度

36分

04秒

20130313
～

20130417
約11.25

記録保存調査
公共下水道工事
(送水管)

じんぐうじいせき

神 宮 寺 遺跡

(第2次 調 査)

おおさかふやおしじんぐうじ3ちょうめ

大 阪府 八 尾 市神 宮 寺3丁 目 27212 49

34度
36分
05秒

135度

37分
42秒

20131029
～
20131030

約8
記録保存調査
公共下水道工事
(25-37工 区)

ひがしゆげいせき

東 弓 削遺 跡

(第19次 調 査)

おおさかふやおしひがしゆげ2ちょうめ、やおぎひが
し3ちょうめ

大 阪 府 八 尾 市 東 弓 削2丁 目、八 尾

木 東3丁 目

27212 31

・34度

36分

19秒

135度

37分

04秒

20130326
～
20130610

約28
記録保存調査
公共下水道工事
(24-37工 区)

みずこしいせき

水越 遺 跡

(第12次 調 査)

おおさかふやおしはっとりがわ1ちょうめ

大 阪府 八 尾市 服 部 川1丁 目
27212 42

34度
37分
34秒

135度

38分

01秒

20130205
～
20130327

約20
記録保存調査
公共下水道工事
(23-15工 区)

みずこしいせき

水 越 遺 跡

(第13次 調 査)

おおさかふやおしはっとりがわ5ちょうめ

大 阪府 人 尾市 服 部 川5丁 目 27212 42

34度
37分
43秒

135度

38分

13秒

20130404
～
20130627

約20
記録保存調査
公共下水道工事
(24-16工 区)

みずこしいせき

水 越 遺 跡

(第14次 調査)

おおさかふやおしみずこし1ちょうめ

大 阪府 人 尾市 水 越1丁 目 27212 42
34度
38分
03秒

135度
38分

02秒

20130603
～
20130610

約29
記録保存調査
公共下水道工事
(24-9工 区)

みずこしいせき

水 越 遺 跡

(第15次 調査)

おおさかふやおしやまたけ

大 阪府 八 尾市 山畑 27212 42
34度
37分
46秒

135度

38分

00秒

20131219
～

20131271
約36

記録保存調査
公共下水道工事
(24-203工 区)



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 ・地層 主な遺物 特記事項

太田遺跡

(第15次調査)
集落
弥生時代後期
古墳時代初頭

土坑
包含層

弥生土器
庄内式土器

太田遺跡

(第16次調査)
集落

河川

太田川遺跡

(第2次 調査)
集落
弥生時代後期
古墳時代

包含層 弥生土器

土師器、須恵器

恩智遺跡

(第28次調査)
集落
弥生時代中期 土 坑 、 ピッ ト 弥生土器

恩智遺跡

(第30次調査)
集落
中世～近世 河川 土師器、須恵器、瓦器、陶

器

恩智遺跡

(第31次調査)
集落
縄文時代後期～弥生時代中期
中世

包含層
包含層

縄文土器、弥生土器

土師器、瓦器、瓦

木の本遺跡

(第25次調査)
集落

湿地性堆積

久宝寺遺跡

(第85次 調査)
集落
古墳時代前期
平安時代末

ピット、包含層

包含層

古式土師器

土師器、瓦器

久宝寺遺跡

(第86次調査)
集落
古墳時代中期～奈良時代
中世

包含層
包含層

土師器、須恵器

瓦器

郡川遺跡

(第14次調査)
集落

成法寺遺跡

(第25次調査)
集落

作土 土師器、須恵器

神宮寺遺跡

(第2次 調査)
集落

東弓削遺跡

(第19次調査)
集落

弥生時代前期～中期

弥生時代後期～中世

中世～近世

包含層
包含層

自然河川

弥生土器

弥生土器、土師器、須恵器、

瓦器

水越遺跡

(第12次調査)
集落

扇状地性堆積

水越遺跡

(第13次調 査)
集落
奈良時代以降 扇状地性堆積 須恵器

水越遺跡

(第14次調査)
集落
近世 自然河川 陶磁器

水越遺跡

(第15次調査)
集落

扇状地性堆積

要 約
恩智31次 では縄文時代後期、弥生時代中期前半、中世の遺物包含層を検出し、集落域の広がりを確認 した。

東弓削19次 では弥生時代中期～古墳時代、中世の遺物包含層が見 られたが、新たに弥生時代前期の遺物包含

層 も確認した。
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1太 田 遺 跡(第15次 調査)

H太 田 遺 跡(第16次 調査)

皿 太田川遺跡(第2次 調査)

W恩 智 遺 跡(第28次 調査)

V恩 智 遺 跡(第30次 調査)

W恩 智 遺 跡(第31次 調査)

Vd木 の本遺跡(第25次 調査)

皿 久宝寺遺跡(第85次 調査)

IX久 宝寺遺跡(第86次 調査)

X郡 川 遺 跡(第14次 調査)

XI成 法寺遺跡(第25次 調査)

X皿 神宮寺遺跡(第2次 調査)

X皿 東弓削遺跡(第19次 調査)

XIV水 越 遺 跡(第12次 調査)

XV水 越 遺 跡(第13次 調査)

XVI水 越 遺 跡(第14次 調査)

跚 水 越 遺 跡(第15次 調査)
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